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第一編

　

正常家兎二及ボス影響二就テ

第一章

　

緒

　

言

現代ノ治療醤學二於テ最モ農汎多岐二亙リ、甲

論乙駁蹄スル所々知ラデルハ、結核二對ソヽル治

療ナリト云ヒ得可シ。遡ツテ幾多先人諸家ノ苦

心研讃ラ重:iヽタル貴重ナ業績ラ渉鼠フ、ル二枚雄

二逞アラズト雖モ、就中EhｒlichノＨａｅｍｏ-

therapieハ沈潜セル結核ノ治療界二一石子投

ジタル感アリタリ。

爾来東西ヲ通ジ結核化學的療法ヘノ開心ハ詣然

トシテ起リ、諸家不僥ノ管篤ハ帆近盆々ソノ要

素二精緻ヲ･極ｙツツアリト雖こ尚未グ生薗内結

核菌テシテ、エク殲役セシノントリレ根本的療

法ノ完成二到達スル所逍ク、徒ラニ對症療法ノ

鈴儀ナクサルル感アルノヽ吾人ノ殼モ遺感二湛ペ

ダル所ナリ。結核治療ノ基礎的要素タル病竃内

結核菌稜育阻IL、吏二進ンデ香々殲役セシノン

トスル念願ハ古今東西凡ソ身プ刀圭二投ズルモ

ノノ等シク渇望シテ止-・デル所ナリ。

偶刈ﾋ大謝ﾋ學助孜授鮎川↑辱士ハ裕司内結核菌

ヲ’殲殺セシノントソヽル最モ合法的ナが化學的療

法ヲ企圖シ、其ノ根低ヲ･酵素化學二置キ、「クロ

－ルチモール」ラ主蔵二無害ナル燐酸「エステ

ル」ノ形ニシダイモノ゜四゜クロールチモール」

燐酸「ナトリユーム」ナル新有機化合物ヲ合成シ

タリ。而シブー之ヲ･賓験的拉二臨休的二試用シ､病

竃内結核菌二對シテ弼カナル殺菌作用アルヲ認

メタリト報告セリ。而シテ氏ニヨlノバ、抑々本

剤が生沢内二於テ病竃中ノ結核菌二對スル作用

機韓ハ血管内二於テ分解ソ、ルコトナリ、生蔵内

ノ各臓器二惨透到達シ、病竃部位ヨリ殺生スル

酸ニョリ、或ハ各臓器ヨリ殺生フ、ル燐酸酵素ニ

ョツテ逍カニ加水分解セラレ、「四・クロールチ

モールJj遊離シ之が直接結核菌二對シテ、殺菌

作用ヲ殺揮ノ、ルモノナリlヽ云フ。此ノ着想タル

ヤ誠二卓越合法的創意ナヽが如キモ、果シテ氏

ノ主張セルガ如ク具二合理的化學治療剤トシテ

所期ノ践果テ畢ゲ得ルヤ否ヤ追及検索ノ價値ア

ルヲ認ノ’、とザ臨休的こ庶用セントスル前提ト

シク先ヅ宣験的結核二及ボノ、影響ラ観察セル

ヘ些力興味アル成績ヲ認ｙタルテ以テ茲二報

告シ諸賢ノ批判二訴ヘンドフヽルモノナリ。

第二章

　

賞験動物蛙二静脈内注入ニヨル毒性二関スル像備賞験

賓験動物トシテ・ヽ、結核二對シテソノ病状経過

比較的慢性ニシテ、且ツ長期二腿ル静脈内連鎖

注射一便利ナル黙ヨリ家兄ヲ･選ビタリ。何レ

モ健康成熟白色家兎ノ２肛内外ノモノ入購入

後約10日間普通食ツ輿・ヽ、別ﾉｼﾉに内､=ニ､テ同一

條件ノ下二飼育シ、薗重、其ノ他健康状態二異

常ナキモノヲ･賓験二供シタリ。

「チモフォーゲン」（以下「チモ」ト略柵フヽ）ノ家兎

静脈内注入二於ケル作叫ノ定ムルニ、人間二於

タル臨林上ノ用量ノ蔵重二息ジタル量プ大蔵ノ

基準トシテ、長期間二亙ル連鎖注射二耐へ得ル

最大量り･種カノ溶液濃度こ於テ試ミ之テ判定

セリ。剖］チにチモ」ノ0．04瓦、0．08瓦、0．1瓦、

０．２瓦、０．４瓦、０．６瓦、０．８瓦、及ビ１．０瓦ノ

各々ノ量ヲ夫々2％、４Ｘ、６％、８％ノ濃度溶

液トシ、家兎２頭宛ザ以ﾃｰ--群トナシ、２週間二

亙リ、大々最モ入念二且ツ緩除二隔日連鎖注射

プ試しル､て｡次ノ如キ成績夕明カーシ得タリ。

Ａ。２％ノ溶液トジ･ﾀﾉl/場合

動物 僣　　　重
「．．．　_　　　，１－　ゐ●　魯一書

賃哲晶裂　　一一　　般　　状　　態番碑｜（前）1　r後）｜　’7　"^J l±別゛ヽ

１ 2200ﾄﾞ2260 g　　。0.04八十水2cべ） 　　　　，大汗人時ノぇビ汪人後何等受化ヲ認,･ズ14日（７同づ合iijCa　石･r,
■;irr;/£　絣!･..l;-f≫･･hn°ぺ1･

池田・岡本＝「チモフ。－ゲｙ」が家兎ノ賓験的結核二及ｙ.ス影響二回｡スル研究 【第17着926



第12琥】

動物

番抗

"

　

１

一一

池田・岡4,ヽ＝「モモフ，.－ゲｙ」が家兎゛賓験的結核二及ふ

-

　

（前）｜

/
1980 g
士

(後)
-
2050 g

-
2100 ｇ

Ｂ。４％ノ溶液トシタノ1／場合

「チモ」注射量

で0.04瓦十水１ａ）

--一一
（

　　　

‥

　　　

）

注射日数

及ビ同敷
-

14日（７同）

一一

バ昌糾二閲.スル研究
一 一 一 一

927

2 1 2150 g l 2200 g （じ　　　警9　　　　） n 同　　　　　　　　　　　上

３ 2170 g 2190 g (0.08瓦十水4 c.a) ・ｉ 同　　　　　　　　　　　上

４ 2250 g 2300 g （　　□　　　　） り 同　　　　　　　　上゛

５ 2130 g 2180 g (0.1瓦十水5c.cリ ・タ 同　　　　　　　　　　　上

６ 2250 g 2270 g （　　，，　）
り 同　　　　　　　　　　　上

７ 2200 g 2260 g (0.2瓦十水10cﾀﾞ) タ・ 同　　　　　　　　　　　上

８ 2150 g 2150 g （　　　‥　　　） タ９ 一般状態良好ナルモ七重二壇減ナシ

９

　　　　　　i

225(ば　　2000g

　　　　　　1

(0.4瓦十水20c.a) ｉ？

注入時毎回15c c位ニシテロヨリ水溶
液ヲ吐出シ固定器ヲ誕逍セゾトヅテ
足掻キ注人後ぼ放セノ1ノニ約30分債環
朧トシテ元気全ク消失ヌノl/モ漸次恢
復スー般二含慾不良ニシテ元知日と盛
ナラズ､蔚重政派､注射同轍２～ｊ回
ニジテ既ニよ射部位ノ皮下組織ハ黒
色二髪ジ硬結ヲ生ズ、血管モ血行障
碍ヲ来ン同一箇所二注射不能lヽナル

10

　　　　｜

2480 Kﾚ320 g　　（ yy　　　　）

　　　　F

　　　　i
　　　一犬　　　‥.－　　　　　　　　一一一

2250μ

ﾚ

100μ¦　ﾀﾞ0.6九十水30c柏

　　　　＼

タ●

注入時殆ゾド毎回固定器ョリ脱逍セ
ylヽヅｆ足掻キ、注射後開放セノ1/ニ

寸時祓朧1ヽヅテ元祓槍り宵失スノl/モ

漸次恢復へ食慾棺；良ナノ1/モ若重
減少ｸ,。
よ射部位ノ皮下組織及ビ血管ノ状態
ハ上記９嬬ト同揉ナリ。

11 ３日（２同）

注入時固定器ヨリ脱逍セントヅテ足
掻キ注入後い,放ｾﾉﾚ二四肢ヲ仲バシ
眼ヲ開キテ劉1/仝ク暇死既態二陥ル
モ時々浚キ呼吸ヲ認ムルノｉ、斯ル

状態洵１時間ニシテ漸次恢復スルモ食慾仝ク不良ニヅテニ元気消失、若重

減少｡注射２同ニンテ終二死亡セリ、

注射部位ノ血管及ビ皮下組織ベド射
１同ニシテ賎二黒色二植ジ血行障碍
ニヨリテ該部二浮腫ヲ認へ

12 2680μ 2420 g 　　（　　･i　　　　）

－　　　　　　　　　　　　一

　　　九8九十水tOcc)

1↓日（７同）住人時、注入後及ビー一般収態殆ｙド
上記11妨ト同位ナルモ注射間間生存
セリ。

13 2280 g 2280 g １日（１同）

注入時固定器ヨリ脱浩々ｙト･･テ足
掻キ注射後開放セル二四肢ヲ仲バシ

テ訓レ時々浚キ呼吸ヲナシ居ﾉl/モ笏
二元気恢復セズ第１回注射ニテ死亡
セリ。

１１ 2800μ 2500 g
（　　

y●　　　　
）

　　ゝ

５日(3回)

第１回及ビ第２回二於テハ注入時、
注射後ノ問態殆ゾド上記13妓ト同様

ナルモ漸次元気恢復セリ、然ルニ第
３回目ノ注射後柊二死亡セリ。

15 2260 g 2260 g ﾄﾞ1.0瓦十水50ca) １日（１同｀･
上記13妓ト仝々同揉ノ経過ヲ認メタ

リ。　　　　　　　　　　　　　　　　４

16 2850 g 2780 g

Ｘ

３日(２同)

第１同注射二於テハ浦川支上記11妓

1ヽ同様ノ収態九ルモ漸次元気恢復セ
リ、第２同注射直後二死亡セリ。

注射部位ノ皮下組織ハ廣宛関二万リ
テ黒色二植ジ、硬結ヲ生ジ血行障碍
ニヨノl/耳翼ノ浮腫ヲ謬メタリ,．

　

一

　　

般

　　

状

　　

態

注入時及ビ注射後何等壁化ヲ認メ
元気旺盛、食慾良、僣重考加。
一一一一

　

同

　　　　　　　　　　　　　

上



928 池田・岡乍＝７チモフォーケツ」が家兎ノ賓験的結核二及ホワ,影響二圖スル研究

3　1 2120 g 212on（o.o8瓦゛水２叫）
タ９ 同　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　一同　　　　　　　　　　　　　　上４ 1930 g 1990 g （　　　，，　　）
り

－
∂ 2100 g 2200 g ｹﾞ0.1瓦-ﾄ水2.5に） ●● 同　　　　　　　　　　　上

６ 2170 g 2180 g （　　ﾀﾀ　　　　） ｙ９ 同　　　　　　　　　　　上

７ 2190 g 2200 g (0.2瓦十水5 cc) ｙ９ 同　　　　　　　　　　　　上

８ 2230μ 2300 g （　　ﾀ9　　　　） ９・ 同　　　　　　　　　　　上

９ 2170 g 2190 g 0.4K十水lOcc.) ｉ 同　　　　　　　　　　　上

10 2200 g 2160 g （:　　繁･　　　　） ●や 元気旺盛、食慾良ナノl/モ殼重減少ス

11 2150 g 2100 g 、0.6瓦ふ水15c･O ９●

一般状態比較的良好ナルモ殼重減少

ス、註剔･3～4回ニヅテ注射部位二
損傷ヲ来入

12 2230 g 2200 g 　　（　　，，　　）

̃－--　　－‾‾-̃-　一心

　　　　　　　　　　　　　　　/

　　0.8瓦十水20に）

９タ 同　　　　　　　　　　　上

13 2250 g 1750 g ●９

注入量15C.C.位ョリ殆yF｀毎回ロョリ
水溶液ヲ吐出シ固定器ョリ脱逍セッ
トシテ足掻キ注入後開放セノl/ニ元匍

全ク清失スノl/モ漸次恢復.ｽ、然ﾚ･薦
含慾不良ニシテ元気旺盛ナラズ、邨
重激減ヌ。

注射２同位ニシテ注射部位ノ皮下組
織ハ黒色二植ジ硬結ヲ生ズ。
血管ハ血行障碍ヲ来ヅ耳翼ノ浮腫ヲ

生ジ同一箇所二注射ハ仝ク不能トナ
ノl/o

14 2500 g 2210 g （　　日　　　　） ・９ ，同　　　　　　　　　　　　上

15 2230 g 2230 g 　　　土O瓦十水25c.a)

¶　J　　　　　　　--

　　　（　　ﾀ;　　　　）

１日（１同）

注入時固定器ョリ股逍セｙトシテ足
掻キ注射後開放セル二四肢ヲ仲シテ
劉レ時々浚キ呼･吸ヲ認ムノl/ノ１ナリ
ヅガ、絡二元気恢復セズ死亡セリ√

16 2730 g 2280 g ９日（５同）

注入後固定器ヨリ開放セノl/ニ敏十分
探朧1ヽ･･･仝ク元気消失セルモ漸次元

載恢復ス。然レ共食慾不良ニシラ=･僣
重減少シ、注射５回ニヅテ慈二死亡

入注射部位ノ皮下組織及ビ血管ノ
状態ハ注射１回目ヨリ上記13妓ト同
憬申≒

Ｃ。６ぢノ溶液トシタノ･／場合

動物
番妓

胆　　　重
モモ」注射量 注対日敷

及　同　徽 一　　般　　状　　態
(前) (後)

１ 2110 g 2180 g (0.04瓦十水0.7cべ) 14日（７同） 注入時及ビ注射後何等受化ヲ認ノズ
貪慾良、元気旺盛、僣重壇加。

２ 2180μ

2030 g

2200 g （　　ﾀﾀ　　　　　） タｊ 同　　　　　　　　　　　　上

３ 2030 g ro.o8瓦十水1.4cc.; ,，　　一般状態良好ナノl/モ懇重二考減ﾘｰグ

４ 2200μ 2280 g （　　，，　　）

一一

元匍Hﾐ廣、食慾良、但重考加。

　 　 ５

－ 　 一 一 一 一 一 一 一

　 　 ６

2120 g 2150 g ０．１八十水1.7acリ

（　　　，，　　）

同　　　　　　　　　　　　　　　　土

2180 g 2230 g
り

同　　　　　　　　　　　　土

７ 2210 g 2280 g 0.2瓦十水3.3cc) ９９
同　　　　　　　　　上

　　一一一　　　　　　一一一
同　　　　　　　　　　　　土８ 2010 g 2100 g （　　　ﾀ･　　　　） タタ

９ 1980 g 2130 g (0.4哉十水7 c.c･) り 同　　　　　　　　　　　　　土

10 2201 g 2230 g （　　‥　　） １９

同 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 土

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃 W f - - 　 ' ' - - J ㎡ 　 . - 　 1 - - 　 　 ― - 爛

同 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 土

11　　j　2200g 2210 g 0.6瓦十水lOcc･） ・９



第12妓】 池田・岡本＝「チモハーゲｙ」が家兎・賓験的結核二及ｙフヽ影響二開フヽル研究

１２

　／

2170 g 2150 g 　（　　il　　　）

　　　　　　　　＼

　　　　　一一一

　j）.8九十水14-ca)

一一　　一--　－　　　　　　　_

　（　　　‥　　で）

　（1.0瓦＋水17c,0

・タ

注入8cc･位ニシテ固定器ョリ脱透セ
ｙトシテ足掻キ、固定器ョリ開放セ
ルニ元気旺盛食慾良ナルモ但重梢；

減少ヌ。
注射４～５同ニシテ注射部位ノ血管
二損傷ヲ来jｽ。

13 2250 g 1980 g ｉＦ

注入時固定器ヨリ脱逍セントシテ足
掻キ固定器ヨリ開放セルニ約30分節
臓トシテ元載全ク消失jスルモ漸次位
復ｸ､、食慾不良ニシテ元気旺盛ナラ
ズ僣重減少ス。
注射２～３同ニシテ注射部位ノ皮１
組織ハ黒色二樋ジ硬結ヲ作りテ血管
モ損傷ヲ来シ血行障碍ニヨル耳翼ノ
浮腫ヲ認メ同一箇所二注射ハ全ク不

創1トナノレ。

14 2480 g 2100 g ｙ７

固定器ヨリ開放セルニ寸時元気清久

スノレモ再ビ゛匯復ス。
元気旺盛ナラズ含慾不良ニシｆ肪重

減少ス。
注射３～４同ニヅテ注射部位ノ皮下

紺織及ビ血管二損傷ヲ来シ同一箇所
二注射不能トナル。

15 2200 g 1750 g ９日（５同）

注入時、注射後ノ状態及ビ註紆部位
ノ所見等ハ上記13妓ト同にナルモ注

射回敬ヲ重ネルニ従ヒ元気益々衰へ
暦重減少シテ注射第５回目二死亡セ
リ。

16 2670 g 2180 g （　　　、，　　） 14日（７同） 一般状態15妓ト略；同様ナルモ注年
間間死亡セフご。

Ｄ。８％ノ溶液トシタル場合

動物
番妓 ‾ﾃﾞW‾∇Tづ卜　　「ヂ」注射量 註対日敷

及　同　敷
一　　　般　　　状　　　態

１ 2080 g 2120 g　（0.04瓦十水0.5に） 14日（７同） 注入時及ビ注射後何等紐化ヲ認メズ
含慾良、元気旺盛、僣重考証

２ 1980 9

2180 g

2120 g （　　　19　　　　　） タ・ 同　　　　　　　　　　　　上

３ 2240 g (0.08瓦十水ｌａ) い 同　　　　　　　　　　　　　上

４ 2030μ 2100μ （　　，，　）
●● 同　　　　　　　　　　　上

５ 2150 g 2150 g ‘'0.1瓦十水1.2C.G) ？タ 一般状態良好ナノl/モ鱈重二考試ナシ

６ 22いOg 2280 g （　　　ﾀｦ　　　　） ヲタ 一般状態良好、僣重壇加

r～
j 2230 g 2280 g >0.2瓦十水2.4cc.) タフ 同　　　　　　　　　　　　上

８ 2150 g 2210 g （　　l.　　　　） タフ 同　　　　　　　　　　　　　上

９ 2170 g 2200 g (0.4瓦十水5c八 讐９ 同　　　　　　　　　　　　　上

　10

j

2250 g 2290 g （　　，，　）
タタ

一般状態良好ナルモ注射徴同二及ブ

頃ョヘ土射部位ノ血行二損傷ヲ来.ｽ
傾向アリ。

1! 2280 g 2120 g ぐ0.6瓦十水7.5に）
●¶

一般状態棺；良好士ﾉl/モ往冊直後元
載消失ス、僣重減少入

注射４～５同ニシテ往診部位ノ皮下
組織及ビ血管二損傷ヲ突シ間一箇所
二注射不能1ヽナル。

12 2310 g 2150 g 　　　-
（　　　･･　　）

-に‾‾‾‾’‾ﾐｰ　-

（0.8瓦十水IOcg)

　 　 　 　 繁 ●

一 一 一 － - 一 一 － -

　 　 　 　 ９ ｉ

同　　　　　　　　　　　　上

13 2310 g 2200 g

仕入5 c.a位ニシテ固定器ョリ脱逍セ
ylヽふテ足掻キ、開放セルニ約１時
間環視1ヽシや元気仝ク消失シ呼吸速

逍.スルモ漸次恢復ス。食慾不良ニシ
テ元気旺盛ナラズ、僣重城廓心

929
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ｌ

｜

注射２～３同位ニシテ注射部位ノ皮
下組織及血管二損傷ヲ来ジ血行障碍

ニヨリ血管ノ周回組織二浮腫ヲ来ジ
注射不能トナル。

14 　25S(　μ

－''-　＝　＝　－

　2280 g

2280 g （　　l.　　　　） ●● 同　　　　　　　　　　　　　上

15 1970 g (1.0瓦十水I2.5ac) ５日（3同）

14日（7同）

注入時固定器ョ火脱逍セゾトジテ足
賤キ注刎後開放セル二四肢ヲ仲シ眼

ヲ開キテ釧1/約１時間位全ク仮死状
態二陥り時々浚キ呼吸ヲ認ムノリ
レ･共漸次恢復スノ1/モ食慾全ク不良ニ
シテ元気消失ｙ栽重減少ス。

注甜３同ニジテ賠二死亡セら注射
１同ニヅテ賎二注射部位ノ皮下組織
及ビ血行二損傷ヲ来シ同一箇所二注
射不能1ヽナル。　　　　｀

16 2780 g 2320 g （　　ぃ　　　　）

一般状態泣二注射部位ノ所見等略々
上記15妓ト同一ナルモ注射期間死亡
セズ,,，

以上ノ賓験成紅け總括スヽニ、２ガノ溶液1ヽシ

タル場合ノヽ「チモ」１同注射量0．04瓦ヨリ0．2瓦

迄ハ家兎ノ一般状態拉二注射部位二何等障碍ザ

認メデルモ、０．４瓦二噌址スルトキノ｀ヽソノ一般

状態及ヒj主射部位二可ナリ弼キ削生ヲ認ノタ

　

リ。更ニ０．６瓦二噌量フ、ルニ偕重2200瓦内外

　

ノ家兎二於テ刈主射２回ニシテ終二死ノ韓諮ヲ

　

取レリ。然レ共盾重2600瓦以上ノ家兎ヲ･選ビ

　

タルニ、毒性ノヽ極ノテ著明二認ムルモ注射期間

　

生存セリ。 ０．８瓦及ビ１．０瓦テ注射スルニ暦重

　

2300瓦以下ノ家兎二於テハ毒性極ノテ激烈ニ

　

シテ注射直後二死亡セリ。更二膿重ヲ2800瓦

　

位ノモノトスルモ注射２～３同ニシテ終二轄蹄

にり･取レルヲ知り得タリ。

　

４％ノ濃度溶液トシタル場合二於テハ、0.04瓦

　

ヨリ0．4瓦迄ハ何等障碍ヲ’認ノ･デルモ、０．６瓦

　

二増量スルトキハ、一般状態ハ比較的良好ナル

　

モ注射部位二軽度ノ損傷ク来フ、て認メタリ。

　

更ニ0．8瓦及ビ１．０瓦列主射スルニソノ毒性極

　

片ｆ著明ニシテ、家兎ノ一般状態及ビ注射部位

　

二高度ナル撥化ラ認ノタリ。就中１．０瓦二噌量

　

リレトキハ薗重2200瓦位ノ家兎二於テ・ヽ注射

直後二於テ、郭重2700瓦位ノモノ刮主射５同

ニシテ何レモ死ノ轄諮ヲトリタリ。

６ガノ溶液トシタル場合二於テハ上記４χノ成

績ト略。々同様ナルヲ認ノタルモ、1．0瓦注射二

於テ１頭第５同目注射直後死亡セルノミナリ

キ。

８が溶液二於テノヽ0．04瓦ヨリ0．2瓦迄ハ何等

異常テ認メデルモ、０．４瓦二噌量ソヽルトキハ注

射部位ノ皮下組織及ビ血管二損傷り来フ、傾向ア

ルモノノ如ク、連績注射ニハ不適常ナルヲ認。･1

タリ。而シテ０．６瓦ヨリ1．0瓦迄二於テハ上記

６％ノ成績ト略カ同様ナルヲ･知り得タリ､、

以上述べ来1ノルガ如ク「チモ」ノ濃度薄キ場合二

於テヘ「チモ」白身ノ量ヨリモ却ツテ溶液ノ注

入量が大ナルホド家兎一及ボス影響大ナルモ

ノノ如ク、濃度濃キ場合二於テハ比較的「チモ」

ノ大量ニテモソノ毒性梢ｌ軽度ナルサ認ノ･得タ

リ､、然レ共ソノ場合注射局部ノ損傷ハ比較的著

明ナルサ知り得タリ。故二余等ダヽ家兎ノ連鎖注

射二於ケル最適濃度ハ４％乃至６％ニシテ、長

期間ノ連績注射二耐へ得ル最大ノ一同忍容量ハ

０．４瓦ヲ以テ爰常ナリト思考セリ。

第三章

　

供試量二就テ

　　　　　　　　　

モ」ノ最大使用量タル2．0瓦二相常スル量次ノ三種二定ノ･タリ．、

郎チ

　

大量(0．4瓦)家兎ノ最大忍容量

　　　

中4y(0．1瓦)約50厄ノ人間二對シテ｢チ

小量(0．04瓦)約50肛ノ人間二對シテ｢チモ｣

　　　

ノ普通使用量1．0瓦二相常量
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第四章 ｢チモ｣注射が血液像、赤血球沈降速度蛙二

ウェルトマン氏反感二及ボス影響

第一節

　

官験目的拉二官験方法

‘チモ」ノ長期連柏注射が結核家兎ノ血液像、赤

沈反廃址こウエルトー・ン氏反廃二如何ナル影響

ヲ及ボフ、モノ才･リヤ経過ヲ逐ヒ系統的二観察セ

ントスル前提1ヽシテ、先ゾ正常家兎一於テ大、

中、小気ノ各一同注射ニョル其ノ侵化入注射

後24時間内二於テ時間的月白究検索セリ。

賓験列火トシテハ早期空腹時ラ選ビ、24時間絶

食サセ、像ノ宣験前血球計算、赤沈反廃址二心

モノラ選ビ、１群ヲ３頭宛トシテ４群二分チ、

第１群、卵２群及ビ第３群二夫タ人、中及ビ小

量り何レモ４ズノ濃度lヽシテ、入念二且ツ緩徐

二耳静脈ヨ吋Iﾐ入シ、第４群ハ對照群トシ、「チ

モノ

　

ノ巾量二用フ可キ沁田Jト同T貳印チ2.5cc

ノ生理的≧堕水テ同様二耳翻

リ、、而シテ注射後１時間、３時間、６時間、12

時間、21時間ノ聊寺期二於テ血液像ノ帰化７観

察セリ。

赤沈反庖ハWestergrein氏法ニョリ、注射後

１時間、６時間、12時間、24時間二於テ観察

シ、各時間二於ケルソノ中等値ダ算出記載フ、ル

931

事:トセリ。

ウェルトマン氏反憲ハ探血梢ｌ多量り要ノヽルヲ

以テ探血､－ヨル血液像ノ動揺こ､!･考慮シ、注射後

１時間、12時間及ど24時間ノ３同二於テ検索

セリ。探血方法トシテハ、憧ノ酒精及ビ「エー

テル」ニテ耳昂

待ッテ先ゾ赤沈反憲二用フ可キ血液ラ探血シ、

次イデウェルド・ン氏反憲二用フ可キ約3cc

勺采血シ、殼槙

一 一

サヂル様徐刈主射器ヲ乾燥セルカ、叉り生理的

食堕水ヲ･以テ洗條セルモノラ使川シ、盛化石灰

。・ヽMerk製品テ像ノ硫酸･詑燥器中ニ２週間以上

貯へ置キ充分脱水セシｙタルモノテ以テ１％溶

液二作製シ之リ０．Ｐぶ;迄10種ノ濃度ユ稀稗シ

帽ａ験二供セリ。

第二節

　

賓験成績

　　　　　　　　

Ａ．大量注射

賞験家兎３頭二於テ何レモ比較的一定セル成績

ヲ･示シタルハ、白血球總数1ヽソノ細胞種ノぼ分

布拉二赤血球沈降速度ユシテ、白血球總敬二於

アノ｀ゝ

　　　

ゝ 第１貿ハ注射後１時間ヨリ漸次噌加シ、

６時間後二於テ著明二噌加ｼﾞｰﾌﾟ最大値二達シ、

12時間後二亙リテ梢ｌ減少、24時間後二於テノヽ

殆ンド注射前値二復フヽルヲ･認ｙタリ。百分率二

於ｆハ淋巴球拉二仮性｢エオジン｣嗜好白血球ノ

動揺最モ著明ニシテ、淋巴球ハ注射後１時間ニ

シテ急激二噌加シ注射前ノ２倍彊二達シ、次４

デ漸次減少シ、24時間後二至りテ殆ンド奮値二

復シタリ。

第２琥及ビ第３妓二於テハ白血球總散ハ注射後

１時間二於テ梢ｌ減少フ、ル傾向ヲ･認・'タルモ、

３時間後こ於テ増加シ始ｙ、12時間後二於テ最

大値二達シ、24時間後二於テハ殆ンド注射前値

こ復ソヽルサR忍メタリ。

淋巴球数ノ受化ノヽ第１彼二於ケルト略ｔ同様ニ

シテヽ注射後１時間ニシテ最大値二達シ、３時

間後二於テ梢々減少シ、次イデ漸次減少シ24時

間後二於テ殆ンド注射前値こ復シタリ。暇性｢エ
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オジン」撒ノ動揃ハ３例共淋巴球ノソレト全ク

相反ｼ、注射伍１時間乃至３時間二於テ著明ニ

減少ｼ、淋巴球ノ最犬値二達ﾉ､ル時間二於７最

少値ラ示シ、淋巴球ノ誠少卜共ペ斬次噌加シテ

６時間乃至12時間二於タハ注射前値ヨリ噌加

乙リレ傾向ヲ示シ、21時間催二至リタモ略ｌ其斂

値ザ持柏セリ。其他ノ白血球細胞二於テ･ヽ何等

一定セル縫化ｦ･認タズ。次二赤血球沈降巡度ニ

及ボフ､影響ヲ通覧りレニ、Westergrein氏法ニ

ヨル家兎ノ赤沈注度ハ極ノテ軽度ニシテ、正常

家兎こ於ケルソノ中等値ハ1.5粍乃至2.0粍位

ニシテ、人間二於タル中等匝ノ約３分ノ１位ナ

ル事ｦ･知リ得タリ。而シテソノ時間的勁揃モ亦

極タテ軽徴ナリト雖モ、フチヤ,註射後１時間ニ

シテ伺レモ週廷いし傾向４認へ第１肢､第２彼

二於テ円主射推６時間二於テ殼一回ヱ廷シ、第３

彼ハ］２時間催二於テ殼モ週廷ヽシク九面シテ24

時間後二至リテ略々正常値二復錨へ赤血球總

散拉二血色素績ノ受勣ハ３例共１時間後二於テ

注射前値二比較ｼ梢ｌ減少シ、24時間催二於テ

.・ヽ大剪二於テ0．7％乃至0．6％迄こシテ、人間

二於ケル正常凝固帯ヨリ梢ｌ短縮セ･1／知り得

タリ。而シテ該反庖ハ｢チモ｣注射ニョリ何等影

響ナク、注射前ヨリ注射後24時間内二於テ殆

ンド一定不噫ナルテ認メタリ。

　　　　　　　

:Ｂ．

　

中量注射

中量注射ノ場合二於テモ大量注射ト同Ｇレ明力

二定型的分化ヲ認ノタルヘ白血球總放トソノ

百分卒址こ赤血球沈降速度こシテ、白血球總放

ハ何レモ注射後１時間ヨリ漸次噌加シ始ノ第４

琥、第６琥ハ６時間後二於テ最大値二注シ注射

前ノ約２倍乃至３倍二達シ、第５琥ノミノヽ注射

後３時間ニシテ最大値二達シ。注射前ノ約３倍

値二達シタリ。而シテ何レモ12時間後一於テ

。・ヽ1時間値ト略力同様ノ敷値）接近シ、24時間

【第17巻

後二於テ荊値二恢復フ、ルタ認ノタリ。之ヲ･大量

注射二於ケル成績ト比較ソヽ・ﾆｰ、木群ハ３例共

二注射後１時間ヨリ階段的上昇ラ示シ、３時間

乃至６時間後二於タソノ附加ノ程度極ｊテ著明

ナルラR忍メタリ。、

淋巴球ハ何レモ１時間後ヨリ噌加シ始／６時間

後二於テ最モ著明二噌加シ、12時間後二於テ早

クモ注射前値二恢復シ、24時間後二於テモ殆ン

ド12時間値二一致セリ。仮性「エオジン」細胞

敬ハ大量ノ場合ト同様二淋巴球細胞ト反對ノ開

係ザ示シタリ。

他種白血球、赤血球、血｡色素量、赤血球沈降速度

位ニウェルトー･・ン氏反慮モ亦大量ノ場合1ヽ略が
- - ｉ Ｗ 皿 －

-

同様ノ成績ヲ･認ノ･タリ。

　　　　　　　　

C．小量注對

小量注射二於テモ秤口定型的動揺ヅ示シタノレノゝ

白血球總倣トソノ百分率、拉二赤血球沈降逍度

-・シ子、之ラ大、中量注射二於ケル成績ト比較

ソ､ルヘ本群二於テル白血球總徴ノ増加ハ贋シ

テ梢ｌ軽度こーシテ、注射後１時間乃至３時間ノ

比較的早期二於うーソノ増加ヲ･認ｙ、大、中量注

射ノ最大値ヲ示フ、６時間乃至12時間後二於テ

ダヽ已二減少シテ菖値二接近セルラ知り得タリ。

而シテ叉ソノ細胞種ノ百分率二於ケル淋巴球ノ

動恚川主射後１時間二於テハ、大、中量注射ノ

場合ト全ク反對ナル傾向テ示シタルモ、３時間

乃至６時間後二於テハ中量注射ノ成績ト略々同

様ナルヲ･認メタリ、、然レ共仮性「エオジン」細

胞トノ相互開係及ビ赤血球沈降速度二於テハ、

大中量注射ノ場合ト何等著明ノ差異ヲ･認ｙずぴ

キｏ

郎チ第７貿、第９琥ノ２頭二於テノヽ白血球總散

ハ１時間後二秤い減少シ、３時間後二於テ急激

二噌加シ、注射前値ノ約１倍牛二達シタリ。而

シテ６時間後二至リテ秤口減少シ、24時間後二

於テハ殆ンド゛萬値二復スルヲ認ノ･タリ。第８彼

ノレヽ１時間後二於テ最大値二達シ３時間後二

梢り咸少シ始ノ漸次減少シテ24時間後一於テ

ハ殆ンド注射前値二恢復シタリ。
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淋巴球散ノ動佻・ヽ、第８琥二於テハ１時間後二

梢ｔ増加シ始八３時間後二於テ最大値二達シ、

其ノ後減少シテ12時間後二於ラハ萬値こ接近

シ、24時間後二全ク注射前値二恢復セリ。第７

琥、第９琥川上射後１時間－シテ軽峻ノ減少-ﾉy

示シタルモ、３時間乃至６時間後二於テ急訃ト

哨加シテ最大値二達シ、12時間後二於テ減少丿

示シ24時間後二至りテ略々萬値二恢復セリ。

暇性｢エオジン｣細胞倣ハ淋巴球敷卜反對ノ開係

Ｊ'示シ後者が最大値二達ﾆ･ヽ･１時期二於テ最列直

一'示セリ。他ノ白血球細胞種二於テ・ヽ認ム丿fキ

髪動ナシ。

赤血球沈降速峻ノリ化及ビソノ程度モ亦大、中

帑注射ノ場台ヽト同様､ニ､シテ注射後１時間ニシテ

瓦延シ、６時間乃至12時間後二於テ最モ迦:延

シ、24時間後二於テハ注射前値こ恢復-いにモノ

ノ如シ。

赤血球總敷ハ、血色素早拉ニウエルトー・ン氏以

恵二於テモ前記大、中帑注射ノ場かト略川司に

ナル成績ニシテソノ時間的分化二何等定型的動

揺ヲ･認ノ･ザリキ。

　　　　

Ｄ．

　

生理的食甕水注射(對照)

木對照試験二於元こ亦白血球總放トソノ¦了分率

＝一於テ明カ二時間的号化ｆ認ノタリ。

印1=一白血球總敦ハ何レモ注射後１時間ニシテ噌

933

加シ始ｙ、第10黄、第11破二於テ。･ヽ3時間後

二於テ最モ著明二増加尤進シ、６時間ニシテ減

少シ始ノ24時間後Ｊ-於テ殆ント哲値二恢復シ

タリ。第12琥ハ注射後１時間ニシテ最大値二

ぽシ、３時間後ニハ和；減少シ始ｙ 24時間後二

全ク罵値二復シタリ。而シテ仮性クエ才ジン｣細

胞二於テハ注射後１時間ニシテ何しモ噌加シ始

／３時間後二於テ最モ著明二増加シ、６時間後

二於テ梢二減少シ始ｙ 24時間後一至りテ殆ン

ト罵値二恢復セリ。之二相反シ淋巴球細｡咆ハ１

時間後ヨリ著明二減少シ始ｙ３時間後二於テ最

モ著シク減少シタリ。而シテ仮性｢エ才ノン｣細

胞ノ減少スルト共二漸次淋巴球ノ増多ザ示シ12

時間後二於テ利Ｂ増加シ、24時間後二於テーこ殆

ンド12時間値1ヽ同様ナルヲ･混いタリ。而シテ

此ノ雨者ノ噌加ノ中間二於テ大軍核細胞ノ梢；

増加･､ヽ傾向ヲ･認ノタルモ著明ナラザリキ。他

ノ細胞腫二於テハ殆ンド動揺テ認ノザリキ。

赤血球沈降速度刈主射後１時間乃至６時間ニシ

テ梢い猛延セルイ頃向ヲ･認ノタルモソノ程度極ノ

テ軽度ニシテ明カナラズ。

赤血球雛叙位二色素輦二於テハソノ動揺極ノテ

不規則ニシテ認ム可キ定型的分化ナシ。

ウエルトベ・ン氏反恚ハ注対川直ヨリ24時間内、
一一一一一一‥－
ニ於テ全クー定不分戸リキ。

第五章

　

本編ノ總括

1）白血球細咆

大量注射二於ケル場合ハ１時間後二於テ梢ｌ減

少シ、３時間後二於テ噌加シ始／６時間後二最

高値バ上シ、篤値ノ約２倍牛二噌加セリ。

中旬:注射二於テハ１時間後ニシテ已二増加シ始

八

　

６時間後二最高値二達シ、正常値ノ約３倍

牛こ達セリ。

小量ノ場合二於テハ１時間後ハ略ｌ奮値ヲ持禎

セルモ３時間後二至りテ急激二噌加シ最高値二

達シ、正常値ノ約２倍リ･示セリ。而ジテ何レモ

最高値二達シテョリ浙次減少シ24時間後二至

りテ略列上射前値二復プヽルリ･認ノ･タリ。

次ニ對照群ニ於テモ亦注射後１時間ヨリ増加シ

始ノ３時間ニ於テ最高リ示セリｏ

斯ノ如ク各場俘共注射後白血球總放ノ増加ハ現

ハルルモ、ソノ噌加率ハ中量註射ニ最モ著明(丑ﾐ，

常値ノ約3.5倍)ニシテ、對照ノ場合ニ於テ鼓

モ軽徴(正常岫ニノ約

ルモ、 ３時間後二於テ梢ｌ増加シ始ノ、６時間

後二至りテ注射前値ヨリ噌加セルヲ･認ｙタリ。

而シテ12時間後一至りテ再ビ減少シテ罵値二

接近セントノヽルモ、24時間値二於テ・ヽ殆ンド12
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時間値ヲ･持禎セリ。

中量注射二於テハ１時間後ヨリ漸次減少シ始／

６時間後二於テ最底値二達シ、12時間後二至り

テ梢い曾加シ始八24時間後二於テ荊値二復シ

タリ。

小量ノ場合ハ１時間後二於テハ秤い噌加セル傾

向ヲ認ｙタノしモ３時間後二至りテ急激二減少シ

テ最底値ヲ示シタリ。而シテ６時間後ヨリ漸次

恢復シ、24時間後二至りテ蕉値二復フ、ルヲ認ｙ

タリ、、

烈ルニ對照群二於ヤハ全ク其ノ趣異リテ注射後

【第17倦

１時間ヨリ已二増加シ始･･３時間後二於テ奮値

ノ約１倍牛迄増加セリ。而シテ６時間後ヨリ漸

次減少シ始ノ24時間後二於テ殆ント菖値二復

シタリ。

3)淋巴球

淋巴球数ノ消長ハ上記ト全ク相反シ、各群共二

噌加シ、ソノ最大値二達フ、ル時期二於テ・ヽ常二

暇性｢エオジン｣細咆ノ最底値グ示シタリ。而シ

テ淋巴球ノ減少フヽルト共二仮性｢エオジン｣ノ増

加ヲ･認タ24時間後一於テ雨者共一菖値二復ス

ノレテa忍メタリ。

第１表「チモ」大量（0.輿）１同注射ニョル血液植化
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4）「エオジン」嗜好白1凱球、堕基嗜好白血球及

　　

ビ大軍核細胞

何等認ム可キ著受ヲ･見ザリキ。

5）赤血球總数址二血色素量

賞験群、對照群共二注射後１時間ニシテ梢り主

射前値ヨリ減少セル傾向ラ認ノタルモ、３時間

以後ノ各時期二於テハ其ノ消長不規則ニシテ定

型的受化ヲ･認ノ･ザリキ。

6）赤血球沈降速度

賓験群二於テ。･ヽ注射後１時間乃至12時間ノ間

二於テ、對照群ノヽ１時間乃至６時間後二於テ幾

分遅延スル傾向ヲ認ｙタルモ、其ノ受動極ｙテ
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軽微ニシテ問題トナラズ。

7）ウェルトーン氏反息

正常家兎二於ケル完全凝固帯。･ヽ0.7%乃至0．6

％ニシテ賓験群、對照群共二何等認ム可キ坦化

ナシ。

以上ノ成績ヨリ大蔵ノ傾向テ總括的二観察フ、ル

ニ、供試量ノ如何刊町ハズ最モ著明二唆化ヲ認

ノタルハ白血球總倣トソノ百分率二於ケル淋巴

球址二暇性｢エオジン｣細胞トノ相互開係ニシテ

935

時間的二最モ定型的前長推移テ観察シ得タリ。、

印チ賓験群二於テ刈漑シテ淋巴球ノ著明二噌加

沈進セル傾向ヲ認ノ、白血球總敬モ大幄正比例

シラー増加シ、暇性｢エオジン｣ニ於テハ反對二減

少スルサ認ノタリ。

然ルニ對照群二於テハ

ト共二先ヅ仮性｢エオジン｣が増加シ之が次第二

減少スルニ従ヒ淋巴球ノ梢ｌ増加セル傾向テ認

メタリ。

第２表「チモ」中量a).lg; 1同注射ニョル血液縫化
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第:二編「チモ」が結核家兎ノ血液像、赤血球沈降速度

　　　　　　

館ニウェルトマン氏反憲二及ボス影響

　　　　　　　　　　　

｡

　

---●ｉ-Ｗ

　

・

　　　　　　　　　　　　

Ｘ

　　　　　　　　　　　

第一章

　

賓験目的址二賞験方法

結核二於ケル血液像ノ動恣拉二血液諸反鹿ノ受

化ガソ’ﾉ治療上ノ経過二於テ、或ハ像後判定上

重要ナノレノ｀ゝ周知ノ事賓ナリ。殊二臨休上ノ検査

ヲ･至難トフヽル家兎ノ如キ動物二於ラノヽ、之等ノ
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開係二就テ'考究ノヽル。'｀敢ヘテ徒爾ナリトセズ。

依ツテ余等ハ維過ラ逐ヒ計統的二之等ノ消長推

移４追究観察シ、前編ノ正常家兎二於ヤル夫し

ト比較研究セリ。

賓験動物万口記條件ノ下二飼育セル家兎４頭ザ

以テ一群トシ、使用結核菌ハ紳戸市立屯田療養

所拉二阪大竹尾結核研究所保存ノ人型、牛型ノ

雨型結核菌ヲ･常病理科二於テGlycerinbouillon

養基ニ４週間培養セルモノリ用ヒタリ。

【第17巷

結核菌浮游液調製ハ培養基ヨリ菌値ヲ游離シ、

濾紙テ以テ充分水分サ除キ正確二秤量セル後、

滅菌瑞瑞孚L鉢内－テ充分細挫シ菌慌一様二分離

セル後、滅菌生理的食盛水テ以テ菌浮游液トナ

シ、0.5cc j菌浮游液中二菌量0．２ｍｇヲ含ム様

こ調製セリ。

接種法ハ耳静脈内及ビ肺臓内一直接注入1ヽセ

リ。而シテ後者ニハ右側前胸部ノ中肺野肋間尹

選ヒヽ゛タリ。注入量ハ雨場合共常ニ0 。5c.c.トセ‰

第３表「チモ」小量(0.04 8) 1同注射ニョル血液魅化

然ル後同数宛ノ對照群ト賓験群トニ大別シ、前

者ニハ｢チモ｣注射ヲ･施せズ。賓験群ノ｢チモ｣注

射量ハ前記像備賓験ニョリ判定セル大量､中量、

小量ノ３種類ザ用ヒ各溶液濃度ハ４％トシ隔日

ニ１同、注射ノ都度溶液テ調製シ、耳静脈ヨリ

最モ入念二且ツ緩徐二注入セリ。観察期間ハ總

べ゛テ結核菌注入ノ後７週間トシタリ。

前編記述ノ如ク｢チモ｣注射後一時的二血液像拉

ニ血液渚反忠ノ愛動ヲ来スモ24時間後ニハ殆

ンド注射前値ノ状態二恢復スルコトヲ確ｙタル

テ以ラ･、「チモ」注射後24時間以上経過シタル時

期二於テ常二對照群、賓験群同時二探血シ検索

ヲ試ミタリ。其方法ハ總ベテ前編ト同様ナリ、

而シテ血球計算､赤沈反忠ハ賓験開始前１回lヽ、

接種後ハ１週間、３週間、５週間、７週間ノ５

同ニ、ウエルトマン氏反庖ダヽ賞験開始前１同ﾄ｡
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接種後ハ３週間ト７週間ノ２同二検セリ。

賓験二先チ家兎ノ醵重、一般状態等ヲ観察記載

シ置キ、盲験中・ヽ隔日二膿重ノ見化拉二一般状

937

態テ詳細二観察シタルモ余等ハ便宜上賓験後１

週間、３週間、５週間、７週間ノ４同二於ケル

憤重ノ曖化ザ略記フ､ﾉﾚ事トセリ。

第４表

　

生理的貪唖水2. 5c.c.1同注射ニョル血液硬化

第二章

　

肺臓内菌接種試験成績

　　

第一節

　

牛型結核菌接種

本竃験に・ヽ牛型結核菌･紳戸市立屯田療養所保

存ノ菌株〔Ａ群〕几ヒヽ竹尾結核研究所保存ノ菌株

てＢ群Jト町ｾﾞ用シ、前記ノ如キ一定菌量刊lﾐ入

感染ヒシヘＡ群ハ｢チモ｣ノ小量雄二中TWIﾐ射

二

　

Ｂ訂ハ中屋注射ノミサ何レモ菌注入ノト同

時ごヽ開始シ、１群４４頭宛トシテ同散ノ對照群

　

ト比絞ﾉl察セル､て一第５表、第６表･Ａ群)及ビ第

　

７ルＢ群)ニ示ノ､が如キ成績サ認丿得タリ。卸
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群ノ中剽主射二於ケル２頭(第25琥、第27琥)

’えビＢ群ノ１頭（第34先刊除ク他・ヽ、總ベタ･盲
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３週間後二至りテ増加シ始ノ責験終了時（７週
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増加侈示シ、中量注射二於ケル第28琥ノ如キハ

700瓦ノ増加ヲ認ｙタリ。Ｂ群ハ大膿二於テ50

瓦乃至400瓦位ノ程度ナリキ。然レ共Ａ群ノ少
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第５表

　

牛型菌肺臓内接種同時ニ｢チモ｣小量(0.04g)
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【第17 巻

ノ減少ヲ来シタリ。

一般状態ハＡ群、Ｂ群何レモ漑

シテ良好ニシテ「チモ」ニョル中

毒症状ト思ハル可キ諸髪化雄二

副作用等テ認ノ･ザリキ、對照群

二於テハ賓験開始後１週間二於

テハ賓験群ト同様二叢重ノ梢ｌ

減少セル傾向ヲ認人

　

３週間後

二至りテ噌加シ始ｙ賓験終了時

二於テハ大多数が殷重ノ附加セ

ルヲ認メタルモ、賓験群二比シ

ソノ噌加率比較的軽度ユシテ凡

ソ10瓦乃至250瓦位迄ノ増加

一止りタリ。、然レ共第24琥及

ビ第30彼ノ２頭ぺ

間目ヨリ漸次減少シ、賓験終了

時二於テノヽ180瓦乃至250瓦ノ

減少サ認八タリ。一般状態ハ漑

シテ良好ニシテ賓験群ト相違ナ

赤血球總数、白血球總敬拉二血

色素量二就イテ観察セルニ賓験

群、對照群何レモ特記入商キ硬

化ヲ認ｙ難ク、雨群間二相異ナ

シｏ

白血球百分率二就テ・ヽ賓験群ノ

Ｂ群二於テハ認ム可キ良化ヲ見

デルモ、Ａ群二於テ､ハ淋巴球ノ

梢ｔ附加セル傾向ヲ･認ノ･タリ、

而シテ小量注射群ダヽ何レモ賓験

後１迦間－シテ著明二増加シ、

賓験終了時迄略々同様ノ附加テ

持柏セリ、､但シ１例（第16彼）

ノしヽ３週間後ヨリ漸次減少シ

賓験終了時二於テハ賓験前ノ約

牛敬二減ジタリ。中量注射群・ヽ

１週間乃至３週間後二於テ梢ｌ

減少セル傾向アリシモ５週間、

７週間後二於や・ヽ漑シテ何レ･モ
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第６表

　

牛型菌肺臓内接種同時ニ｢チモ｣中量ro.ig)

　　　　　　　　

隔日連績注射(Ａ群)
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噌加ノ傾向ヲ認ノタリ。

暇性｢エオジン｣ノヽ之二反シ淋巴

球ノ噌加セル時期こ於テパ

減少ノ傾向アリ。

大草核及ビ移行型二於デノヽＡ群

及ビＢ群何レモ一定セル消長-y

認メザリキ。

對照群二於テハ第21琥、第24

彼及ビ第32彼ノ３頭ハ大剪二

於テ淋巴球ノ増加セル傾向アリ

シモ、他ノヽ何レモ慨シテ減少セ

川頃向アリタリ、就中第22妓、

第29琥枝ヒヽ第44破ノ３頭こ於

テ秤に著明ナリキ。然レ共本群

ご於りレと等ノ詐長推Fいヽ一般

一不規則ニシテ陪23琥、第42
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ﾉ｀ゝ一一､‘定不噫ナリ。中量注射群・ヽ

２頭(第25琥、第28彼)ニ於テ

延長シ、残りノ２頭(第26琥、

第27貿)ハ正常凝固帚ノ範園ヲ

動揺セリ。Ｂ群ハ４頭中２頭(第

33琥、第35琥)ニ於テ延長シ、

残りノ２頭(第34琥、第36彼)

ハ正常凝固帯ノ範園二止りタ

リ。而シテ雨群間二於タルソノ

延長ノ程度二於テハ何等著シキ

差異？認ノザリキ。

對照群二於テハ12頭中１頭(第

42怖二於テ延長シ、４頭(第24

琥、第30琥、第41琥、第44琥)

ハ比較的著明二短縮セリ。而シ

テ残りノ家兎二於テハ何レモ正

常凝固帚ノ範閲二止りタリ。

第二節 人型結核菌接種

阪大竹尾結核研究所保存ノ人型

結核菌(上池株)ラ注入接種後

｢チモ｣ノ中量拉二大量ノ持績注

射ゲ開始シ、何レモ１群ヲ４頭

トシ、同数ノ同量ノ菌注入ヲナ

セル對照群ト比較観察セルニ第

８表及ビ第９表二示フ、が如キ成

績ヲ･得タリ。

先ヅ僥重ノ開係二･就イテ観ルニ

中ﾉ殖注射群ニテ・ヽ４頭中２頭

(第45琥、第46薗にハ賞験後１

週間ニシテ利目減少シ、３週間

後二於テ梢ｌ噌加－リレ傾向アリ

->-t第46彼ノ１頭ノいヽ５週

間二至りテ再ピ減少シ、寅験終

了時二於フハ賓験前二比シ65瓦

ノ減少犬戸来シタリ。第45琥ハ３

週間後ヨリ漸次増加シ賓験終了

時=--､於テハ約200瓦ノ増加サ示
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第８表

　

人型菌肺臓内接種同時ニ｢チモ｣中量(0．1g)

　　　　　　　　　

隔日連戦注射

シタリ。他ノ２頭(第47彼、第

48彼)ハ賓験後１週間ヨリ増加

シ始ノ宣験終了時二於テハ約

400瓦ノ附加ヲ･認メタリ。

大量注射群二於テハ４頭何レモ

賓験後１週間ニシテ軽度ノ減少

ヲ来シソノ中２頭(第57琥、第

60琥)｡・ヽ3週間乃至５週間後二

於テモソノ噌加ヲ･認ノズ賓験終

了時二至りテ終ニ30瓦乃至100

瓦ノ減少テ来シタリ。然レ共他

ノ２頭(第58琥、第59彼)ニ於

テハ３週間後ヨリ梢ｌ噌加シ始

刈煙験終了時二於テノヽ130瓦乃

至350瓦ノ増加ヲ来シタリ。對

照群二於テハ唯２例(第53彼、

第56彼)ニ於テ50瓦乃至150瓦

ノ噌加ヲ認メタルノミーシテ、

他や殆ンド何レモ70瓦乃至25ﾚ･

瓦位ノ減少ヲ来セリ。、

赤血球及ビ白血球總徴拉二血色

素量二就イテノヽ前記牛型結核菌

感染ノ場合ト略ｌ同様－シテ著

受ヲ認ノ･ズ。白血球種ノ百分孝

二就イテハ賓験群二於ケル４頭

(第46琥√第47琥、第48琥、

第57琥)ニ於テ刈漑シテ淋巴球

ノ噌加セル傾向ヲ認ノタルモ他

ハ何レモ一定セル消長ヲ･認ノ難

眠性｢エオジン｣細胞ハ之二反シ

ヒ記３頭二於テハ減少セル傾向

テ認メタフレモ他ハ何に=Ｅ一定ｔ

ル分化サ認ノズ。

對照群二於テハ４頭(第53貿、

第54彼、第55琥、第65琥)ニ

於テ暇性｢エオジン｣細胞ノ増加
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第９表

　

人型菌肺臓内接種同時ニ｢」モ2大量(0．4g)

　　　　　　　　　

隔日連績注射
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反シ淋巴球ハ仮性「エオジン」ノ

増加ニツレ漑シテ減少ノ傾向ア

ルモ時期的開係二於テハ之亦不

定ナリ、残りノ４頭二於テハ認

ム可キ受動ヲ｀示サずリキ。

赤血球沈降速度ハ第１節二於ケ

゛1｀略ｌ同様ニシテ著受ナシ。

ウェルトマン氏反鹿二就イテハ

中量注射ノ２頭（第46琥、第47

琥）ニ於テハソノ完全凝固帯・ヽ

秤い著明二延長シタルモ、第45

琥ハ３週間後二於テ軽度二短縮

シ、７週間後二於テノヽ再ビ賓験

前ノ正常ノ完全凝固帯ト全ク同

一ナリキ。第48琥二於テハ賓

験前ノ完全凝固帯ハ高度二短縮

シ僅カニ１％迄ナリシモ、３週

間後二至りテ延長シ家兎ノ正常

値迄達シ、７週間後二至リテ再

ビ短縮シ僅力0．9％一止りタリ。

大量注射群ノ２頭（第59琥、第

60琥）ハ著明こ延長セルモ残り

ノ２頭二於テハ賓験前梢ｌ正常

凝固帚ヨリ短縮セルモ賓験終了

時二於う゛ハ正常凝固帯迄延長

セリ､。

對照群ニアリテハ３頭（第53彼、

第66琥､第68彼）・ヽ延長シ、他

ノ３頭二於テハ不髪ナリシモ、

残りノ２頭ハ３週間後迄正常凝

固帯ノ範園二於テ動揚セルモ、

賓験終了時二於テハ樺度二短縮

シ、殊ニソノ１例（第65彼）ノ

如キハ完全凝固帯ハ全ク認ノ･ザ

リキ。
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第三章

　

静脈内接種試験成績

第一節

　

牛型結核菌接種

本官験二於ラハ前述ノ牛型菌

づ屯田株及ビ竹尾株)ノ静脈内注

　

入二因ル血行性感染テ試ミ、前

　

卓1ヽ全ク同一ノ観察ヲ･行‘ヒ以テ

　

直接肺臓内接種二於ケルソノ成

　

績ト比較考究セリ。試験家兎､ハ

　

屯田株４頭(Ａ)群、竹尾株４頭

　

(Ｂ)群宛合計８ｍ．對照家兎ハ

　

各賓験群毎二同数宛合計８頭ト

　

シタリ。而シテ菌注入後３週日

迄ハ何等注射眉

目ヨリ試験家兎Ａ群ニハ｢チモ｣

ノ少量注射へＢ群ニハ中量注

射テ夫々開始シ、菌注入後７週

間内二於ケルソノ受化ヲ観察セ

ルニ第10表紋二第11表二示ス

ガ如キ成績テ得タリ。

賓験群二於ケル幄重ノ噫化ヲ観

察ﾌいに詞唯１例(第75琥)ノミ

賓験開始後１週間目ヨリ膿重梢

梢減少シ、７週間後二於テハ官

験前二比シ50瓦ノ減少７示シ

タル外他ハ殆ンド１週間後ヨリ

既－ソノ附加テ豪シ、７週間後

二於テーヽＡ群ハ150瓦乃至450

瓦、Ｂ群ハHO瓦乃至310瓦位

ノ噌加リ･認ノタリ。之子｢チモ｣

注射開始前ト開始後二於ヶルソ

　

ノ噌加率７比較スルニ、注射開

姑後ニ於ケル観察期間１週間長

キト雖モ２頭(Ａ群第73琥、Ｂ

群第93呪)ノ例外テ除ケバ何

　

レモ注射開始後ノ増加卒著明ナ

　

リ。

次二對照群二於ケル成伺け観ル
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第11表

　

牛型菌捌

　　　　　

ぐ0.1g）隔日連緻注射（Ｂ群）
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ニ１頭(第77琥)ニ於テ200瓦

ノ減少グ示セル外他ノヽ何レモ

100瓦乃至230瓦位ノ増加サ来

シ、｢チモ｣注射例二比シソノ噌

加率幾分低シ、鰻重開係ザ前章

ノ肺臓内直接菌注入ノ群卜比較

／ヽルニ前章ノ賓験群二於テハ少

数ノ例外列

モ賓験開始後１週間ニシテ鰻重

ノ梢ｌ減少セル傾向テ示シ、３

週間後二至リテ増加シ始ｙ賓験

終了時二於テハソノ噌加率梢ｔ

著明ナル傾向アリタリ。然ルニ

本群二於テハ１例ノ例外ヲ除ク

他ハ何レモ賞験開始後１週間ニ

シプ'既二噌加ヲ来シタルモ、賓

験終了時二於テハ前章ノソレニ

比シ漑シテ幾分軽度ナル傾向ア

ルテR忍メタリ。

對照群ニアリテハ雨群間二著明

ノ差異ヲ･認ｙ難シ。

赤血球、白血球總数及ビ血色素

量二於テハ賓験群雄二對照群共

二著撥テ見ザリキ。

白血球種ノ百分率二就イテ観察

スルニ屯田株群二於テノ'ヽ｢チモ｣

注射開始前部チ賓験後３週間迄

二於テノヽ淋巴球ノ梢ｌ減少シ、

仮性｢エオジン｣細胞ノ増加セル

傾向アルモノノ如ク、｢チモ｣注

射開始後部チ５迦間、７週間二

於テハ仮性｢エオジン｣細胞ノ梢

梢減少セル傾向アルト共二淋巴

球ノ増加セルヲ･認ノ･タルモ、竹

尾株群二於テダヽ唯１頭(第94彼)

ニ於テ｢チモ｣注射開始後淋巴球

ノ著明ナル増加ラ示シ、之二反

シ仮性｢エオジン｣細胞ノ減少テ

認ｊタルノiL 。他ノ細胞種二於
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第12表

　

人型菌静膜内接種後21日目ヨリ｢４モ_中量

　　　　　　　

(O.lg)隔日連績注射
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テハ何等分化ヲ見ずリキ。

對照群二於ｆ.ハ屯田株ノ２頭二

於テ仮性｢エオジン｣へ減少シ、

淋巴球ノ梢ｌ増加セル傾向ヲ･呈

シ、他ノ２頭及ヒ竹尾株ノ１頭

二於テハ漸次淋巴球ノ減少ヲ来

シ、とニ反シ暇性｢エオジン｣ノ

著シク増加セルハ記ノタリ。他

ノ細胞二於テベ

噫ヲ･認ノザリキ。

赤沈反恵二就イう・観察フ、ルニ屯

田群中ノ２頭ト對照群ノ２頭二

於テ秤い促進セルモソノ時期的

開係ハ同一ナラズ。

　

ソノ他ハ賓

験群盆二對照群共二著綬ヴｰ見ず

リキ。

ウェルト５’ン氏反嘸゛屯田株群

ノ１頭ト竹尾株群ノ１頭こｰﾊ

「チモ」注射前二於テ梢ｌ著明ノ

短縮アリシモ、ソノ後漸次正常

状態二復蹄シタリ。而シテ叉屯

田株群ノ２ｍ及ビ竹尾株群ノ１

頭二於テハ７週間後二於テ梢ｌ

延長セルモ、竹尾株群ノ１ｍハ

７週間後二於テ梢ｔ短縮テ示シ

タリ。

　

ソノ他ハ大防二於テ何レ

モ正常値尹示セリ、、こニ對シテ

對照群二於ｆハ屯田株ノ１頭及

ビ竹尾株ノ１頭二於月迂験前梢

梢短縮サ示シタルモ３週間及ヒヽ｀

７週間後ニぬタハ正常値二復蹄

ゼリ。屯田株ノ示7肘かヽ３迦

間後二於や延長セご

こ於テ伯卜杵明二回縮ゼリ。而

シテ叉竹尾株ノ卵99琥ノ１頭

ハ７週間後二於テ鮮度二延長テ

示シタリ。他ノヽ何レモ大情正常

値ノ範関内－Iトレリ。
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第二節

　

人型結核菌接種

家兎16頭ラ使用シ阪大竹尾結

核研究所保存ノ人型結核菌（上

池株）0．２ｍｇヲ耳静脈内ヨリ注

入感染セシノ、ソノ中４頭､ハ置

注入後３週間目ヨリ「チモ」ノ中

量ヲ、他ノ４頭ノ'ヽ｢チモ｣ノ大量

ヲ、何レモ隔日二連鎖注射ヲ続

行シ、残りノ８頭ノヽ注射ヲ施ザ

ズ對照群1ヽシ、結核菌注入後７

週間内こ於テ上述ノ諸愛化ニツ

キ観察セルニ第12表及第13表

二示ソ、が如キ成績ヲ認ノ･タリ。

中量注射二於ケル賓験群ノ畷重

ノ良化二就イテ観察スルニ｢チ

モ｣注射開始前二於テ減少セル

モノ２頭(第106琥、第107琥)

ニシテソノ内１頭(第106琥)ハ

注射開始後二於テモ漸次減少セ

ルモ、他ノ１囮梢主射開始後二

於テ漸次噌加り示シタリ。残り

ノ２頭ハ賓験開始後ヨリ漸次壇

加セリ。而シテ之等ノヽヽ何レモ

｢チモ｣注射前ノ噌加卒ヨリモ注

射後二於っレ増加率大ナリキ。

次二大量注射一於ケル場合ハ

｢チモ｣注射前二減少セルモノ２

頭(第117 i;i,v、第118畷)ニシテ

ソノ内第117琥ハ｢チモ｣注射後

二於テ恢復セルモ他ノ第118 m

ハ終二恢復セズ賞験終了時二於

テ145瓦ノ減少せ見タリ、、残り

ノ２削ハ賓験開始後ヨリ漸次増

加ノ傾向ヅ示シタリ、、而シテソ

ノ内１頭ハ注射前ノ増加率大-=－

シテ他ノ１ｍハ注射後ノ増加氷

大ナリキ。而シテ叉大量、中量ノ

注射;､;Tニョリテソノ増加卒ヲ比
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較スルニ、中量注射二於タル場合酸シテ著明ニ

シテ殊こ｢チモ｣注射後二於テソノ傾向大ナリ。

大量注射二於テハソノ増加八一般二軽度ナルサ

知り得タリ。

對照群二就イテ観察づ･､･１ニ８頭中５頭迄ハ賓験

前ノ慌重二比シ、賓験終了時二於テ・ヽ約10瓦

乃至100瓦位ノ減少ヲ来シ、他ノ３匪(こ於テハ

梢ｌ噌加ハ詔）タルモ、ソノ増加率極ノテ軽微

ニシテ40瓦乃至150瓦ノ噌加斗

赤血球及ビ白血球總叙位二血色素量二於テハ前

節卜略ｔ同様ニシテ著噫-ﾘ危ザリキ。

白血球種ノ百分率こ就イテ観察人ルこ中郊:注射

二於ケル２痢(第105琥、第106琥)ニ於テハ５

週間、７週間後二於テ淋巴球ノ軽度こ減少セル

ヲ認メ之こｰこ反シ仮性｢エオジン｣ハ梢ｌ塘加シタ

リ。而シテ大軍核及ビ侈行型や７迦間後こ於テ

梢ｌ増加セル傾向一丿認）タルモ他ノ細胞種二就

イテハ著兄ヲ･弛ずリキ。第107琥及ビ第108貿

ノ２頭二於テハ｢チモ｣注射開始後ヨリ淋巴球ノ

著明一増加シ、μと暇性｢エオジン｣細胞ノ減少

ヲ･認ノタリ。

大量注賢二於ケノレ賓験群二於テハ之子ノ細胞種

ノ噫化二殆ンド認ム可キ著兄ご弓とザリキ。
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對照群二就イテこプ観察.回ぃレニ第109彼及ビ第

110破ノ２頭二於テハ琳巴球ノ増加スルニ従ヒ

瑕性｢エオジン｣細胞ノ減少傾向リ認八第121

彼二於テハ反之淋巴球ノ減少ﾌ､ルー従ヒ暇性

｢エオジン｣細胞ノ増加-≒泌メタリ。而シテ叉大

草核及ﾋﾞヽ侈行型モ梢ｌ増加ノ傾向チ有スルモノ

ノ如ｼ。他ノ家児二於テハ何レモ著受？認ノず

リ午o

赤血球沈降逍度ニ於テハ賓駿群ノ第n7彼ガ宵

駿終了時ニ於テ、叉對照群ノ第121彼ガ第３週

間ニ於テ柏ｌ促逞セル外他ハ總べテ著受テ認一‘

ズ雨群ニ相違ナシ。

ウ工ルト―'ン氏反庖ニ就イテ観察ｿ､ルニ中量注

射ﾍﾟ汀O5気大

第四章

　

本編ノ總括

本編二於テハ２種ノ牛型菌(屯田療養所及ビ竹

尾結核研究所)及ヒ１種ノ人型菌上池株ソ使用

シ、直接肺臓内注入(菌量0.2mo:)及ビ静脈内注

入(菌量0．２ｍｇ)ニ因リテ結核二感染セシノタ

ル後ソノ牛数(36削戸ヽ｢チモ｣ノ小早、巾輦及ビ

大量ノ連紬i:1射尹行ヒ、残リノ牛数ハ對照群ト

シテ｢チモ｣注射十行・ヽ爪雨群共菌注射後７迦間

ノ期間二亙リテ汐永兎ノ血液像、赤血球沈降速

度、ウエ九丿ノン氏反恚拉二剪重二就イテ系統

的二観察シ、とリ雨群間二比較對照シ以テ｢チ

モ｣注射が結核家兎二如何ナル影響二典フルモ

ノナリヤニ就テ比較観察セリ。

1)醵重

肺臓内菌接種ノ場合二於テハ賓験群、對照群共

二賓験開始後１週間ニシテ、敬例ノ例外ｆ除ク

外漑シｆ膿重ノ梢ｔ減少･ごル傾向アリシモ、３

週間目ヨリ増加シ始ｊ･官験終了時二於テハ殆ッ

ド噌加ハ泌ｙタ几就巾ソノ比較的著明ナリシ

ハ屯田療養所ノ牛型菌注入後「チモ」ノ中量及ビ

小量注射月

結核研究所ノ牛型菌注入感染ノ官験群ナリ、、最

モ噌加率ノ不良ナリシハ人型菌感染ニョル「チ

モ」ノ大量注射群ナリキ。

次二静脈内菌注入群二於テハ賓験群、對照群共

二数例ノ例外テ除ク外｡ハ賞験開始後１週間目ヨ

リ漸次ソノ噌加ラ示シ、贋験終了時二於テモ亦
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同様ノ噌加ヲ認メタルガ、｢チモ｣注射開始前ト

開始後二於ケルソノ噌加率ヲ比較スルニ、人型

菌注入感染ノ｢チモ｣大量注射群二於デノミ注射

開始前ノ噌加率梢ｌ大ナル傾向アルモ他ノヽヽ何レ

モ注射開始後ノ噌加卒著明ニシテ、注射開始前、

ノ約２倍乃至３倍ナルモノアルラ認メタリ、而

シテソノ噌加率ノ良好ナリシダヽ屯田療養所ノ牛

型結核菌群ニシテ肺臓内接種ノ場合二於ケル成

績ト略々同様ナリ。然レ共静脈内注入群二於テ

ハ肺臓内接種ノ成績二比シテ、賓験終了時二於

卜ｙルソノ増加率ハ漑シテ軽度ナル傾向アルヲ認

　

メタリ。

　

對照群二於テダヽ賓験群ト同様値重ノ噌加サ来

　

シ、叉之ト菌株トノ間ニモ同様ノ開係ヲ認ｙタ

　

ルモ注目ス可キ鮎ハソノ増加率が賓験群二比シ

　

概シテ軽度二止ルカ、或ダヽ却ツテ減少セルモノ

　

ノ梢ｌ多敬二認ノ‘ラレシ黙ナリ。コノ開係ヨリ

観1ノバ｢チモ｣注射ハ結核家兎二對シテ幾分ノ好

影響アルガ如シ。

2)赤血球總数、白血球總数及ビ血色素量

賓験群、對照群共二著憂ヲ見ずリキ。

3)白血球細胞ノ百分率

肺臓内接種賓験群二於テ刈

二反シ仮性｢エオジン｣細胞ノ梢ｔ減少セル傾向

ヲ認ノタルモ、ソノ噌減ノ時期的開係二於テハ

菌株ノ菌型及ビ｢チモ｣供試量ノ大、小ニョリテ

相常差異アルテ認ノタリ。印チ屯田療養所ノ牛

型菌注入感染ノ｢チモ｣小量注射群及ビ大型菌注

入感染ノ｢チモ｣中量注射群等二於テハ賓験開始

後１週間ヨリ淋巴球ノ梢ｔ噌加セル傾向ヲ認ノ

【第17巻

タルモ、屯田療養所ノ牛型菌注入｢チモ｣中量注

射群ハ賓験開始後３週間迄ハ淋巴球ノ梢ｌ減少

々来シ、５週間及ビ７週間後二噌加ノ傾向テ認

ノタリ、、竹尾結核研究所ノ牛型菌注入群二於テ

ハ賓験全期ヲ･通ジ殆ンドソノ動揺ヲ･認ｊザリ

キ。とニ對シテ仮性｢エオジン｣細胞ハ淋巴球数

トハ逆二増減スル傾向シ示シタリ。他ノ細胞種

二於テダヽ何等認ム可キ受動テ見ザリキレ

對照群二於テダヽ之テ總括スルニ菌株、菌型ノ如

何二拘バラス概シテ仮性｢エオジン｣細胞ノ噌加

フヽルニ反シ、淋巴球ノ梢ｌ減少セル傾向アルモ

一般二著明ナラズ。脚本群二於テハ大軍核及1=゛

移行型ノ幾分噌加スルモノモアリタリ。

静脈内接種二於グル賓験群二於テノヽ注射開始後

淋巴球ノ梢ｌ噌加セルニ相反シ仮性｢エオジン｣

ノ減少セルモノアリタルモ前責験群二比シ概シ

テ軽度ナリキ。

對照群二於テダヽ肺臓内接種對照群ノ大腰同様ノ

受動ヲ･認ノタルモ受動梢ｌ軽微ナリキ。

4)赤血球沈降速度

　

、

對照群、賓験群共ニソノ動揺極ｙテ不規則且ツ

軽微ナリ。

5)ウェルトマン氏反恵

注入結核菌ノ差異及ビ供試量ノ大、小二拘バラ

ス賓験群二於ケル該反嘸ハ慨シテ正常凝固帯ナ

ルカ、或ノ･ヽ延長ノ傾向ヲ･認メタルモ、對照群二

於テ､ハ大醵二於テ正常凝固帯ナルカ或ハ短縮ノ

傾向ヲ認メ例外的二幾分ノ延長ヲ･認ノタルモノ

アリ。

第三編「チモ」が結核家兎ノ全身諸臓器二及ボス

　　　

影響二就イテノ病理組織學的研究

第一章

　

賓験目的蛙二賞験方法

余等ノヽ前編二於テ「チモ」ノ各供試量注射が結核

家兎二及ボス影響テ主トシテ臨休的方面ヨリ観

察シ得タルテ以テ、茲ニ.・ヽ之が結核家兎ノ全身

諸臓器二及ポフヽ影響二就テ病理組織學的検索ヲ

試ﾐ｡、併セテ臨休的所見ト比較考究セント▽≒

本編二於ケル使用家兎。・ヽ總べ゛テ前編二於テ臨休
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的観察ラ行ヒタルモノト全ク同一ノ家兎ナル

モ、尚賓験ノ精密ヲ期センガタノ更二敷群ラ追

加シ、其ノ所見テ總括記載フヽルコトヽセリ。

V）牛型結核菌接種

Ｂ）人型結核菌接種

Ａ）牛型結核菌接種

Ｂ）人型結核菌接種
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本編二於ケル使用家兎ヲ結核菌種、感染方法、

供試量及ビ注射開始期トユヨリテ總括スlノ八次

ノ如シ。

　　　　　　　　

I)肺臓内接種試験

　

ａ.結核菌(屯田株)注入ト同時ニ｢モモ｣小量注射開始(４頭)↑

b.結核菌(屯田株)注入後３週日目ヨリ(チモ)小最注射開始(４頭)

I C°
結核菌(屯田除及ビ竹尾株)注入ト同時ニ｢‘゛s゛｣中最注射開始(各４頭宛計８頭)

　

d.結核菌(竹尾株)注入後３週日目ヨリ｢チモ｣中量注射開始(４頭)
ﾚ

.對照群(屯田株８頭、竹尾株４頭、計12頭)

　

ａ.結核菌よ入ト同時ニ「‘チモ｣中最注射開始(４頭)↑

b.結核菌注入後３週日目ヨパチモ．中量注射開臨(４頭)

　

ｃ.結核菌注入ト同時ニ｢チモ｣大量注射開始(４頭)t

d.結核菌丿入後３週日目ヨリ｢チモ｣大岡1射開始[４頭]

　

ｅ.對照群(８頭)

　　　　　　

U)静脈内接種試験

　

ａ.結核菌(屯田株)江入ト同時ニ｢４モ｣小気1ﾐ射開始(４頭)ド

核菌(屯田株)注入後３週日目ヨリ｢チモ｣小廠主射開始(４頭)

　

･ﾆ、結核菌(屯田株及ビ竹尾株≒主入ト同時モ｢チモ｣中量注射開始(各４頭宛計８頭)
l

d.結核菌(竹尾株)注入後３週日目・リ｢チモ｣中量汁射開始(４頭)

　

ｅ.對照群(屯田株８頭、竹尾株４頭、計12頭)

　

ａ.結核菌注入ト同時ニ｢チモ｣中屋注射開始(４頭)

　

b.結核菌注入後３週日目ヨリ｢モモ｣中量注射開始(４頭)

　

ｃ.結核菌注入ト同時ニ｢チモ｣人量注射開始(４頭)

　

d.結核菌注入後３週日目ヨリ｢４-ﾓ｣大量江射開始(４頭ﾚ

　

ｅ.對照群[８頭]

上記全家兎112頭ヲ何レモ賓験開始後７週日目

二空気栓塞ニョリテ同時二撲殺解剖シ、ソノ肺

臓、腎臓、肝臓、肺臓、骨髄及ビ腸開膜、淋巴腺

等？直チェ10％ノ「ホルマリン」ニ固定セリ。

而シテ各臓器ヲ精細二検べ肉眼的二最モ著明二

病受？認ムル箇所ヨリ切片ザ切出シ、「パラピ

ン」包j7!Rトナシ、「へマトキシリン゜エオジシ」ノ

各臓器一於ヶ゛結核性結節

復染色及ビ「ワンギーソン」氏法ニョリ染色シ、

結核菌ハ「チール・ネ･レセン」氏法ニョリテ染色

鏡検セリ。

鏡検的成績ノ判定方法トシテ余等ハ便宜上次ノ

如キ記琥ヲ以テ諸臓器二於ケル病受ノ程度拉二

結核菌ノ病竃中二於ケル分布状態及ビ多寡４現

７｀スコトトセリ。。

主トシテ融合結節ニシテ其ノ数甚ｙ多数

融合結節叉ハ孤立性結節多敷

主トシテ孤立性結節ニシｆ其ノ数梢；多数

融合結節叉・･ヽ孤立性結節少数

結節ノ数非常二少敷

J全ク結節ヲ認メザルモノ
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結節ノ乾酪化ノ程度

淋巴球浸潤ノ程度

乾酪性肺炎ノ程度

１
結節ノ大多数が完全二乾酪化セル場合

結節ノ大多数が不完全二乾酪化セル場合

結節ノ大多数が殆ｙド乾酪化セザル場合

結節ノ閥回二甚ダ多敷二出現－スル場合F

結節ノ周回二多敬二出現スル場合
と
結節ノ周回二比較的少敬出現フヽル場合

―病縫高峻ニシテ廣範園二亙リソノ数多数ナル場合

病縫高度ナルモ小範園二止り其ノ数梢ｔ多数ノ場合

病植軽度ニダテソノ敷少敷ナル場合

病鍵ヲ仝ク認ノザル場合

　　　　　　　　　　　　　　

結節ノ周園ヲ完全二包回セル場ひ

結

　

締

　

織

　

ノ

　

壇

　

殖

¦

結節ノ周回ノー部分ニで､ムル場台ヽ

　　　　　　　　　　　　　　

L

今夕惑メザル場合

　　　　　　　　　　　　　　　

分布状態不下等ユシｆ無敬二群團状態ヲナセルモノ

　　　　　　　　　　　　　　　

分布状態亭で引こーヅテ甚ダ多数ナルモノ

病竃中二於ケル糸核菌ノ分布状

1

分布状態亭等ニグテ多敬ナルモノ

態款二菌敷タ多寡

　　　　　

‘菌敬比較的少駈ナルモノ

　　　　　　　　　　　　　　　

¦

所々ニ散見フヽル程度ノモノ

　　　　　　　　　　　　　　　

､今夕認メザルモノ

以上ノ外－(十)(－)ノ記琥ヲ以テ現ハセルハソ

ノ項目ノ病歿ノ有無ヲ現｡ハスコトトセリ。

結核菌ハ形成サレタル何レノ結節中－モ澄明サ

ルルコ

　

トハ稀レニシテ、ソノ内若干ノ結節中ニ

澄明いレコト屡々アリタリ。
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(升)

　

(十)

　

(一)

　

(併)

　

(十十)

　

(十)

　

(併)

(十十)

　

(十)

　

(一)

　

(十十)

　

(十)

　

(－)

　

(柵)

　

(柵)

　

(併)

　

(冊)

　

(キ)

　

(－)

依ツテ余等ハ最モ

多数二結核菌ヲ認ノ'タル結節中ノ菌数及ビ分布

状態刊票準トシテ上記ノ記琥ヲ定ノ･タリ。

第二章

　

肺臓内菌接種試験成績

　　

第一節

　

牛型菌接種

注入結核菌ノ感染経路叉ハ菌種、菌型ゲ異ニセ

ル場合、ソノ病憲形成状態ニモ亦自ラ乙異アル

ノヽ容易二認バ尋ラルル所ナルガ、先ヅ余等ノヽ牛

型結核菌(屯田株、竹尾株)肺臓内接種家兎二於

ケルソノ成績ラ検索シタルニ第14人-･示ノヽが

如キ結果-y明カニシ得タリ。

印チ各例丿通ジ最モ著明丿丙志形成ハ氾ｙタル

ハ、肺臓ニシテ、他ノ諸臓器ニハ殆ンド著愛ｦ一

見ズ。唯例外トシテ腎臓ニ４頭(ｂ群第18琥、

ｄ群第37琥、對照群第30琥、第41琥)、肝臓

-＝=､３頭(ｃ群第36琥、對照群第23琥、第記琥)

病竃ヲ･認ノタリ。

　　　　　　

肺臓二於ケル病峻

1)｣1皮様細胞結節

少数ノ孤立性結節ノミヲ認メタルニ｢チモ｣注射

群ニ７頭(ａ群第14彼、第16琥、ｂ群第19彼、

ｃ群(屯田株)第25琥、第27琥、第28琥(竹尾

株)第33琥)ニシテソノ内２頭(ｃ群(屯田株)第

27琥、第28琥)・ヽ極ノテ少数ニシテ僅力２～３

簡ノ形成ヲ･見タルニ過ギズ。

對照群二於テハ斯ノ如キハ僅力２頭(屯田株第

29琥、第31琥)ニシテ他ハ何レモ多数テ認･･

タリ、、

主トシテ孤立性結節ナルモソノ数梢ｌ多数ナル

ハ｢チモ｣注射群ニ８頭(ａ群第13琥、第15彼、

ｂ群第17肢、ｃ群(屯田株)第26琥、(竹尾株(
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第34琥、第35琥、ｄ群第38琥、第40琥)－

シテ對照群二於テ１頭(屯田株第21破)ナリキ。

融合結節及ビ孤立性結節ノ多敬混在セルヲ認ノ

タルハ注射群ニ３頭(ｂ群第18琥、第20琥、ｄ

群第37琥卜－シテソノ内２頭(ｂ群第18琥、第

20破)ハ融合結節ヨリモ孤立性結節比較的多数

ナルモ、他ノ１頭(ｄ群第37破)。･ヽ融合結節テ

多敬二認ノタリ。對照群う於テ､ハ６頭(屯田株

第22琥、第23琥、第34琥、竹尾株第42琥、

第43琥、第44琥)ニシテソノ内４頭(第22琥、

第24琥、第42琥、第44破)｡ハ融合結節比較的

多数ニシテ、他ノ２頭ぐ第23琥、第43琥)｡ハ孤

立性結節ノ多数混在セルテ淀ツタリ。

廣範園二亙ル大ナル融合結節ラ形成シ、火ノヽ小

ナル結節が亙二相融合シテ病竃披大セル結節ラ

形成セ･にヽ注射群二於テ２頭(ｃ群(竹尾t靭第

36破、ｄ群第39琥八對照群二於テ。･ヽ3頭(屯

田株第30凭、第32琥、竹尾株第40琥ﾉ認ノタ

リ、而シテ之等ノ病竃乾酪化ノ程度テ観ルニ病

竃中心部二於ケル類上皮綴胞ノ増殖未グ不完全

一シテ柏りテ初期ノ結節プ認ノタル・ヽ｢チモ」上

射群ニ２頭(ｃ群(屯田株)第25琥、第28叉)一一

ｼﾃ、對照影二･於テハ斯ル極メテ初期ノ病心ハ

１ｍモご人ルコト入町呼がリ≒

類上皮細胞ノ噌殖梢い″こ備セヽモ末グ完全ナル

乾酪化二陥ラズ主トシテ不完全乾酪化ノ程度こ

於テ止りタル病心ヲ有･ヽルモノ賓験群二於テ10

頭(ａ群第14琥、第15琥、第16琥、ｂ群第17

琥、第19琥、ｃ群(屯田株)第27琥、(竹尾株)

第33叉、第34貿、ｄ群第38貿、第40破)ナ

ルモ、對照群二於テ。･ヽ僅力－３頭二過ギズ。而

シテ對照群二於ケルハ何レモ屯田株接種ノ家兎

ノミニ限ラlノタリ。

病竃中心廓ヨリ漸次周閲二向ツテ乾酪化二陥

リ、或ハ吏斗止ンデ類上皮細胞ノ部分ハ殆ンド

全部乾酪化うリ式セルガ如キ極・テ進行セル結節

り認ノタルハ賓験群ニ８頭(ａ群第13琥、ｂ群

第18破、第20琥、ｃ群咤

尾株)第35琥、第36琥、ｄ群第37恍、第39琥)
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－シテ、對照群二於テ９頭(屯田株第21琥、第

22琥、第23琥、第30琥、第32琥、竹尾株第

41彼、第42琥、第43琥、第44琥)ナリキ。

次二結節欲及ビソノ乾酪化ノ程度ヨリ各群二於

ケル成紺け總括的二考フルニ、對照群ハ賓験群

二比較シテ病竃形成多欲ニシテ乾酪化ノ程度モ

亦進行セルヲ認ノタリ。而シや一般二竹尾株群

｡・ヽ屯田株群ヨリ病竃多欲ニシテ其ノ程度モ亦比

較的進行セル傾向テ呈七リ。

最モ著明ニ｢チモ｣ノ政果ヲ認ノタルハｃ群二於

ケル屯田株及ビａ群ニシテ病竃形成ノ程度ハ

明カー阻止々ラレタルラ認ノタリ。ｂ群、ｄ

群ハ結核菌注入後｢チモ｣注射迄３週間月

ルテ以テ病竃形成ハ對照群ト殆ンド同様ニシテ

著明ノ差異テ認ノ難キモソノ乾酪化ノ程度二於

テハ對照群ヨリ梢ｌ軽度ノ傾向アリタリ。

2)淋巴球浸潤及ビ｢ラ｣氏且態細胞ノ出現

結節ノ周園二於ケル淋巴球及ビ少欲ノ中性多核

白血球ノ混在セル浸潤ハ、初期ノ結節叉ハ結節

ノ中心部比較的不完全乾酪化プ呈セルーモノニ多

ク、而シテ｢チモ｣注射群ニハ多クノ症例二於テ

ソノ出現多数ニシテ、對照群二少欲ナル傾向テ

認メタリ。

｢ラ｣氏且態細胞ノ出現ノヽ之卜全ク相反シ結節ノ

中心部が完全乾酪化二陥レルモノニ於テ多ク出

現シ、對照群二多数ニシテ宣験群二少欲ナル傾

向アリタ几

3)結締織ノ噌殖

増殖結締織束が淋巴球浸潤層ト類上皮細胞層ト

ノ境界二於テ結節ノ周閉ラ殆ンド完全二包園セ

ルヲ認・･タルハ責験群ニ１頭(ｃ群(屯田株)第

26琥)ニシテ。對照群二於テハ認ノザリキ。然

レ共斯ル結節ハ極ｙテ少欲ニシテ血管或ハ気管

枝ノ周閲叉ハ肺組織ノ周逡部二於テ形成サレタ

ル僅力２～３箇ノ結節二於デノミ認ムルコトテ

得タリ。

結節ノ周Iなけ完全二包¦なIセサうレモ所今二軽度乍

ラ結締織ノ噌殖セルハ｢チモ｣注射群ニ７ｍニシ

テ、對照群二於う・ハ僅力-3 siナリ。斯ノ如ク
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賓験群ハ對照群二比較シテ結締織ノ増殖慨シテ

僅キ傾向ラ有ソヽルモノノ如ク就中ａ群及ビｃ群

二於テ梢ｌ著明ナルテ認ノタリ。

一般二結締織ノ増殖ノヽ結節ノ形成サレル肺組織

　

ノ部位ニ=∃リテ幾分開係アルモノノ如ク、血管、

気管枝ﾉtビ肺組織ノ周逡部等ノ比較的結締織細

胞ノ多キ簡所二於ケル結節周閲ニハ梢ｌ早期二

之-引戸得ル傾向アルモ、結締織細胞二乏シキ

肺胞壁址二肺胞腔等二於ケルモノニ於テハ漑シ

テ遅キ傾向アリ。

4)石灰沈着竃

賓験群、對照群何レノ家兎二於テモ全ク認ムル

Ｊトー｀得ブリキ。

5)乾酪性肺炎

水病柁口全ク認ノがル=１ノ｢チモ｣注射群ニ12

頭(ａ群第14琥、第16琥、ｂ群第17琥、第19

彼、ｃ群(屯田株)第25琥、第27琥、第28琥、

(竹尾株)第'33琥、第35琥、ｄ群第37琥、第

38琥、第40彼)ニシテ、對照群二於テハ僅カニ

　

４頭二過ギデリキ。

病歿部二於ケル肺胞組織ノ構造梢ｌ不鮮明ナル

モ組織ノ乾酪化及ビ懐死等テ未グ明カニ認ノ･

ズ、結核菌散モ極ノテ少散ニシテ、且ツ小範園

Ｊ-ll:リタル該病愛ご･有ソ、ルモノ賓験鼎Ｊ=-5頭

(ａ群第15琥、ｂ群第18琥、第20彼、ｄ群(屯

田株)第26琥、(竹尾株)第34琥)ニシテ、對照

群二於テハ１頭ナ｀ﾘ。

病竃中心部・ヽ比較的高度ナル乾酪化叉ハ壊死二

箔リ、該部二結核菌散梢ｌ多散ニシテ、肺胞組

織構造八一般二全ク不鮮明トナリ病鐙比較的著

明ナルモ周園二披大フ､ノレコ

　

トナキ小限局性病竃

パ

(竹尾株)第36彼、ｄ群第39恍に､シヘ對照群

二於テズヽ５訃(屯田株第22琥、弟29琥、第32

或(竹尾株)第41琥、第44琥)ナリキ。

　

更二病

噫極ノテ高度－シテ、而モ廣範閲二亙り隣凄セ

ル結節ト相融合シ、肺胞腔及ビ気管枝腔等ハ主

トシテ淋巴球主二中性多核白血球ヨリ成ル惨出

液ノ浸潤著明こーシテ、之二脱落上皮細胞等ノ混

【第17巻

在セル部分アリヽテ、肺胞組織構造ハ全ク不鮮明

トナリ、中心部ハ廣範閲二亙リテ高度ナル壊死

二陥り多数ノ結核菌刊詔､へ血管壁ノ小部分ノヽ

破壊セラレテ肺胞腔内二出血竃ノ散見ﾉ､アレガ如

キ極ノテ進行セル病受ヲ･呈りレハ肖験群二於テ

１頭モ認ｊデルモ、對照群二於テハ２ｍ(屯田

株第30琥、竹尾株第43琥)アリタリ。斯ノ如

ク｢チモ｣注射群ハ對照群二比較シ明カニ病愛

軽度ニシテ、病竃形成モ亦僅少ナルテ知り得タ

リ。

然レ共賓験群二於ケル各種ノ成績ハ殆ンド同様

--ｼﾃ著明ノ差異ヲ･認ノ難キモｃ群ノ屯田株群

最モ成績良好ナリキ。

　　　　　　　

肺臓病竃内結核菌

病竃中二結核菌ザ全ク澄明セデルモノ｢チモ｣注

射群ニ９頭(ａ群第14琥、第16琥、ｂ群第17

琥、第19琥、ｃ群(屯田株)第25琥、第27琥、

第28琥、(竹尾株)第33琥、ｄ群第40琥)ニシ

テ、對照群二於テハ僅カユ２頭(屯田株第29琥、

第31琥)ニ過ギザリキ。而シテ之等ノ病竃八一

般二完全乾酪化二陥1ノルモノ少ク、未グ乾酪化

テ形成セザルカ叉ハ不完全乾酪化ノ程度二止リ

タルモノ最モ多キリ･認ノ･タリ。

結節ノ中心部二於テ結核菌ヲ澄明スルモ極ｙテ

少敬ニシテ、所ス･ニ散見スル程度ノモノ賓験群

ニ４頭(ａ群第15琥、ｃ群(屯田株)第26琥、

(竹尾株)第34琥、ｄ群第38琥)ニシテ、對照群

二於テ３頭(屯田株第21琥、第24琥、竹尾株第

43琥)ナリキ。

結核菌比較的平等二分布シ、散見ノ、ル程度ヨリ

梢ｌ多敬二認ノ･うルルモノ責験群ニ４頭(ａ

群第13琥、ｂ群第18琥、(竹尾株)第35琥、ｄ

群第37琥ニシテ、對照群二於テノヽ２頭(屯田株

第22琥、竹尾株第42琥)ナリ。更二進ンデ病

竃中心部一帯二亙り梢リF等分布ラナシテ多数

二叉ハ甚グ多数二認メラルルモノ賞験群二於テ

ハ僅カニ３頭(ｂ群第20琥、ｃ群(竹尾株)第36

貿、ｄ群第39琥)ニ過ギデルモ、對照群二於テ

ハ５頭(屯田株第23琥、第30琥、第32琥、竹
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尾株第41琥、第44琥)ナリキ。

病竃中二於テ結核菌り最モ多敬二澄明シタルハ

何レモ完全乾酪化叉ハ壊死こ一陥レノレ部分ニシ

テ、不完全乾酪化ノ程度二止りタル病竃部二於

テハ極ｙテ少数ナリキ。淋巴球浸潤盾、結締織

化竃中二於テハ全クとｆ澄明シ得ザリキ。而シ

テ叉結締織ノ梢川湿キ噌殖ノ傾向アル結節二於

テハ比較的結核菌ノ存在ハ少敬ナルモ、結締織

増殖アルニ拘バラス乾酪化ノ程度極ｙテ高度ナ

ルモノニ於テハ多敬ノ結核菌ヲ･澄明ソ､ルコトア

リタリ。

以上ノ諸成績リ･通覧スルーこ病竃二出現スル結核

菌敬二於テモ｢チモ｣注射群・ヽ對照群二比較シテ

明カニ少数ニシテ、就中ａ群、ｃ群ぐ屯田株)一

於や特二少数ナルカ叉ハ澄明シ得ずリキ。

腎臓二於ケル病愛

腎臓二結節形成ヲ･認ノ･タルハ｢チモ｣注射群ニ２

頭(ｂ群第18彼、ｄ群第37琥)、對照群二於テ

２頭(屯田株第30琥、竹尾株第41琥)ニシテ、

賞験群二於ケル２頭ハ何レモ皮質部二小ナル１

筒ノ結節ヲ･認ｊ･タルニ過ギズ。而シテソノ乾酪

化ノ程度テ観ルニ第18彼ハ比較的完全乾酪化

955

ニ陥り該部こ於-j゛数箇ノ散見ソ､ノしヲS忍メタルモ

第37妓乾酪化ノ程度未グ不完全ニシテ結核菌

　

ノ存在刊認メザリキ。

對照群ノ２頭ノ内１頭（第41琥）・ヽ皮質部二於

テ１簡、他ノ１頭（第30彼）ハ髄質部二於テ２

筒ノ夫いjヽナルごノサ形成シ、何レモ類上皮細

胞ノ部分ハ殆ンド｀完全乾酪化二陥り該部二於テ

７～８箇ノ結核菌チ澄明シ得タリ。

結締織ノ噌殖、ラ氏互細胞ノ出現等ハ賞験群、

對照群何レモ認ｙ得ザリキ。

　　　　　　　

肝臓二於ケル病受

賓験群二於テ１頭（ｃ群（竹尾株）第36琥八對

照群ニ２頭（屯田株第23琥、第32琥）何レモ１

阿ノ小ナル結節煙認ノタリ、而シテ賓験群二於

テルハ病竃中心部朕二完全乾酪化二陥ルモ、對

照群二於ケ～･２頭ノヽ何レモ不完全ナル程度ニシ

テ、病竃部二於ケル結核菌ハ賓験群、對照群共

二陰性ナリキ。結締織ノ増殖ラ氏且細抱等ハ全

ク認ｙ得ずリキ。

其ノ他牌臓、骨髄、腸間膜淋巴腺等二於テ｡ハ何

等認ム可キ著受ヲ見ずリキ。

第二節

　

人型菌接種

本群二於テハ各賓験例ｆ通ジ肺臓ニ､・ヽ一般二病

竃形成著明ニシテ、乾酪化ノ程度モ亦高度ナル

モノ多ク、結核菌放モ比較的多数列

肺臓以外－､ハ肝臓二病竃韓移テ認ノタルモノ３

頭(ｂ群第50凭、ｄ群第64琥、對照群第66琥)

ニシテ、其他ノ諸臓器ニハナシ、ソノ成績ラ示

セバ第15表二示スガ如シ。

　　　　　　　

肺臓二於タル病撥

1)上皮様細胞結節

少数ノ孤立性結節ノミ形成セルモノ｢チモ｣注射

群ニ４頭(ａ群第47琥、ｂ群第51琥、ｃ群第59

琥、ｄ群第61彼)ニシテ、對照群二於テズヽ僅力

１頭(第59貿)ナリキ。

主トシう｀孤立性結節ナルモ少数ノ比較的小ナル

融合結節刊昆在シ結節数ノ梢ド多敬二認六万レ

ルモノ賓験群ニ４頭(ａ群第45叉、第46琥、第

48貿、ｃ群第58琥)､-･シテ、對照群二於テハ１

頭(第65琥)ナリキ。比較的大ナル融合結節ト

弧立性結節ヲ･認ノタルハ、賓験=鼎ニ５頭(ｂ群

第49彼、第50琥、ｃ群第57琥、ｄ群第62琥、

第63琥)ニシテ、對照群二於テハ２頭(第56琥、

第67琥)ナリキ。

更二融合結節廣範園二亙リテ多敬二認ノ･タノレノ｀ゝ

賓験群二於テ３頭(ｂ群第52彼、ｃ群第60琥、

ｄ群第64 m)、對照群ニ４頭(第53琥、第55琥、

第66琥、第68彼)ナリ。

　

と等ノ結節ノ乾酪化

ノ程度ラ観ルニ、類上皮細胞ノ噌殖極ノトこ･軽度

こ・シテ未グ乾酪化ラ呈セデル初期ノ結節り有･、
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第15表 人型結核菌肺臓内接

賓　　　家　¦性

　　　　　ｌ　　　　　ｉ

験　　　　　兎

家　　　１　番　１

　　　　　ｉ

兎　　　　妓　m

　　　　　1　　　　！

各　　臓　　器　　二　　於　　ｹ　　　　　ﾉﾚ　　　病

肺　　　　　　　　　臓 肝　　　　　　　臓

上

皮

様

相

湘

　結

　節

結

節

状

乾

酸

化

恣

淋

巴

球

浸

潤

恣

ラ
ｙ

ｸﾞ

,ﾉゝ

ン
jｽ

氏

巨

細

胞

結

締

織

ノ

考

殖

石

友

沈

著

竃

乾　出

酸

性へ血、

軋

　丿

炎ｉ竃

上

皮

様

細

胞

結

節

結

節

状

乾

酸

化

憲

淋

巴

球

浸

潤

竃

ラ
ｙ

グ

ﾉ｀ゝ
ｙ

ク、

氏

巨

細

胞

結

締

織

ノ

壇

殖

石

友

沈

著

竃

　　　ａ群

｢チモ｣注射全量-

　　2A%

第45彼｜含 十十 升 ＋ - ＋ -
四

-
四

- - - - -

第46弦 含 +ド十十 十十 ＋ - - 十十 ＋ - - - - - -

第47妓 含 ＋ ＋ ４ - ＋ 一｜一 - - - - 四 -

-

-

第48彼 ♀ 升 ＋ 升 - - －いF十 ＋
四

- - - -

　　　ｂ群

「チモ」主射全量

　　1.4瓦

第49彼 羊） 十十 十十 ＋ ＋ - - - - - - - - -

第50妓 含 併 十十

十

＋ - - - 升 ＋ 十
一

＋ ＋ - - -

第5碓ド ＋ 併 - - - - - - - - - - -

第52妓 革 冊 十十 ＋ ＋ - - 併 ＋ - - - - - -

　　　ｃ群

｢チモ｣注射全量

　　9.6瓦

第57妓 羊 併 十十 十十 - ＋ - ＋ - - - - - - -

第58妓 含 升 十十 ＋ ＋ ＋ - 十十 ＋ - - - - - -

第59彼 含 ＋ ＋ 併 - - - 四 - ㎜ - - - W -

第60妓 含 冊 十十 ＋ ＋ - - ･H+ ＋ - - 四 皿 - -

　　　ｄ群

｢チモ｣注射全量

　　5.6瓦

第61彼 革 ＋ ＋ 刊･ ㎜ ＋ - - ㎜ - ㎜ - - ㎜ -

第62彼 革 併 十十 十十 ＋ ＋ - 刊･ ＋ 一

一一
-

〃 - - - 四

第63妓 含 併 升 ＋ ㎜ - - 升 ＋ - - - - -

第64哲 ';!; 冊` 升 ＋ ＋ - - 十十 ＋ 十

四
＋ ＋ - ＋ -

對　　照　　群

第53彼 含 冊 十十 ＋ ＋ -

-

一

一

＋

－

㎜ - - 四 - - -

第54妓 ♀ ＋ 十十 +冊 - - - - - 　-

・　-－

　-

- -

第55妓 含 冊 十十 十十 - - -
十十
一一
併

＋ - - - - 〃

第56技 革 併 十十 ＋ ＋ ＋ - ＋ - - - - 四 -

第65妓 含 ++ ＋ 併 - - - ＋ ＋ -
㎜-
十十

四 - - -

第66妓 含 冊 升 升 ＋ - - 桐･ ＋ 十
一

＋ - 四 -

第67彼 含 併 升 ＋ - -

-

- 十十 - - - 四 - - ●●●-

第68妓 ｔ 冊 升 ＋ ＋ - 併 ＋ - - - - -
　　-
皿

ルモニ八本群二於テダヽ對照群、賓験群共ニ１頭

モ認ムルコトテ得ザリキ。

主トシテ不完全乾酪化ノ程度二於テ止リタルモ

ノ賓験群ニ５頭(ａ群第47琥、第48裟、ｂ群

第51彼、ｃ群第59琥、ｄ群第61琥)、對照群

ニハ僅カー１頭(第65琥)ニ過ギザリキ。

而シテ残りノ賓験群二於タル11頭(ａ群第45

琥、第46琥、ｂ群第49琥、第50琥、第52貿、

ｃ群第57琥、第58琥、第60琥、ｄ群第62彼、

第63琥、第64琥)、對照群ノ７頭(第53彼、第

54琥、第55琥、第56彼、第66妓、第67彼、第

68琥)ノヽ何レモ殆ンド結節ノ大多数が完全乾酪

化二陥り概シテ進行性病竃ヲ有スルモノナリ。

結節放及ビソノ乾酪化ノ程度ヨリ各群ノ成績テ

比較スルニ病竃比較的少数ニシテ、ソノ乾酪化

ノ程度モ亦一般二軽度ナルハａ群ニシテ、他ノ
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種家兎ノ病理組織學的所見

竃　　所　　見 各臓器ノ病竃中二於々ﾉl/結核菌

腎臓 肺臓 骨髄
腸間膜

淋巴腺 肺　　　臓 肝　　　臓 腎臓 肺臓 骨髄
腸間膜

淋巴腺

出

血

竃

完

全

乾

酸

化

志

不

完

全

乾

酸

化

広

淋

巴

球

浸

潤

磁

結

締

織

化

竃

完

全

乾

酸

化

恣

不

完

全

乾

酪

化

竃

淋

巴

球

浸

潤

竃

結

締

織

化

竃

- - - - －　！十 四 - 四 - - - - - 〃 －１－
- - ㎜ - - 十十 - - - - 一

一一
一

- - 〃 〃 - ㎜

四 - - - - - -

〃

㎜ - - ㎜ - ㎜ - - -

- - - - - ＋ - 四 - - - - - - - -

- - - 〃 四 十十 - 四 - - - - - - - - -

　 -

一 一 －

　 -

- - - - ＋ - - - - - - - - ㎜ 四 -

　　　〃
-
　　　-

- - - 　　｜－１－

　　－　　－+ドー

- - - - - - - - - -

- - - - - - ㎜ - - - - - - -

- - - -
一

一 - 一 一 一

一

＋ - -
-
-
〃

- - - - - - - -

- - - - ＋ ㎜ 四 - - - - 四 - - -

- - - - - - - 四 - - - - 四 - - - -

- - - - - 併 四 - - - - - - - - - -

- - - - - －

一一
十

一一
併

- 一

一

四
- - - - - - - -

- - - - -
　 -

一 一 ‥

　 -

一 一 　 一 一 一

　 -

- - - ㎜ - - - - -

- - - 四
- - - - - - -

--
-

四 - - -

- - - 〃 - 併 -
　 -

ミ -

　 -

- - 四 - - - -

- - - - - 併 ＋ - - -

一一
㎜

-

--
-

- - - - -

- - - - - - - - - - ㎜ - - - -

- - - - - 併 - ㎜ - - - - - - - - -

ぐ－ - - - 十十 - - - - - - 四 - - - -

- - - - - ＋ - - - - - - - - - - -

- 〃
W 〃 - 冊 升 - - ＋ - - - - - - -

- - 〃 ㎜ - 桐･ - - - ㎜ - - - - - - -

/－ - - －　　1　4限十十 - - - - - - - - - -

ｂ群、ｃ群、ｄ群及ビ對照群二於テ。・ヽ著明ノ差

異ヲ認ムルコトヲ得ザリキ。

2）淋巴球浸潤及ビラ氏且態細胞ノ出現

前節ノ成績ト略々同様ニシテ著明ノ差異ラ認ノ

デルモ、本群｀ニ於テダヽ淋巴球浸潤ト共二中性多

核白血球ノ梢ｌ多敬二混在セル傾向アリタリ。

殊二淋巴球ノ比較的少数ナルモノーシテ、而｡=Ｅ

中心部二於ヶル乾酪化ノ強キ結節二於テ斯ル傾

向多キヲ･認ノ･タリ。

3）結締織ノ増殖

本群二於テ､ハ結節ノ周園ザ完全二包園セルガ如

キモノノ｀ヽ全ク認ｙ得デルモ、周園ノ所々ニ軽度

乍ラソノ増殖セルモノ「チモ」注射群ニ７頭（ａ

群第45琥、第47琥、ｂ群第49琥、ｃ群第57

琥、第58彼、ｄ群第61琥、第62琥）ニシテ對

照群二於テハ僅カユ１頭（第56彼）ニ過ギデリ
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キ。之犬各群別二観レバａ群、ｃ群、ｄ群ハ各

々２頭宛二於テ認ノ･ヽタルモ、ｂ群ハ對照群ト同

様ニシテ僅カニ１頭二過ギザリキ。

4，乾酪性肺炎

本病受ヲ全ク認ｙザルモノ賓験群ニ６頭(ａ群

第45琥、第47琥、ｂ群第49破、第51琥、ｃ

群第59琥、ｄ群第61琥)ニシテ、對照群二於

テハ僅カー１頭(第54 mニ過ギズ。病竃ヲ認

ムルモ、其ノ程度極ｙテ軽度ナルモノ賓験群ニ

１頭(ｃ群第57琥卜ごーシテ、對照群二於テ２頭

(第53琥、第65琥)ナリ。

病愛高度ナルモ比較的小範園ニIL.リタル-≪験

群ニ７頭(ａ群第46琥、第48破､ｂ群第50琥、

ｃ群第58琥、ｄ群第62琥、第63琥、第64琥)

ニシテ、對照群二於テハ２ｍ(第55琥、第67

琥)ナリキ。

病憂廣範園二亙り而モ極ノ･テ高度ナル病竃ザ有

心レモノ賓験群ニ２頭(ｂ群第52琥、ｃ群第60

琥)ニシテ、對照群二於テ３頭(第56琥、第66

琥、第68琥)ナリ､、

之ヲ各群別二比較スルニソノ病竃比較的少数ニ

シテ、而モ梢ｌ軽度ナルハａ群及ビｂ群ナルモ

之ラ前節ノ成績ト比較スレバソノ病勁､ハ明カニ

高度ナルヲ知り得タリ。

　

ｃ群、ｄ群及ビ對照群

二於テペ

的高度ニシテ、殆ンド著明ナル差異ヲ･認ノ･ズ。

　　　　　　　

肺臓病竃内結核菌

病竃中二結核菌ヲ全ク認ｙデルモノ賓験群ニ４

頭(ａ群第47琥、ｂ群第51琥、ｃ群第59琥、

ｄ群第61琥)ニシテ、對照群二於テ､ハ僅カユ１

頭ナリキ。結核菌ヲ･澄明スルモソノ散極ノテ少

散ニシテ僅力２～３ぬニ過ギデルモノ賞験群ニ

６頭(ａ群第45琥、第48琥、ｂ群第50琥、ｃ

ニ及ｙjス影響二関.スル研究 【第17巻

群第57彼、第58彼、ｄ群第62彼)ニシテ、對

照群二於テハ僅カエー１頭ナリキ。病竃中ノ所・を

ニ散見フ、ルモ其ノ教梢々多数二及ブモノ賞験群

ニ３頭(ａ群第46琥、ｂ群第49琥、第52琥)－

シテ對照群二於テハ１頭ナリキ。菌教比較的平

等ナル分布テナシソノ数多数二認ノ･タルハ賞験

群､對照群共ニ３頭ナリ、、更二其ノ数甚ダ多数、

或ハ病竃中二集團テナシテ存在セルガ如キ結節

ヲ認ノ･タルハ賓験群二於テダヽ１頭モ認丿得デル

モ、對照群二於テノヽ２頭(第66琥、第68琥)ア

リタリ。

而シテ結核菌ヲ最モ多数二澄明シ得ラルルハ前

節二於ケルト全ク同様二殆ンド完全乾酪化意中

ニシテ、斯ル例ノ對照群ノ３頭(第53琥、第66

琥、第68琥)ニ於テハ不完全乾酪化竃中二於テ

モ少教剽

各群二於ケル結核菌教サ比較スルニ概シテ木群

二於テ｡ハ賞験群、對照群共二梢ｌ多数ヲ澄明シ

タリト雖モ、｢チモ｣注射群ノヽ對照群二比シテ明

カニ少数ナルヲ知り得タリ。殊ニａ群及ビｂ群

二於テ比較的著明二減少シタルモ、ｄ群ノヽ梢｀t

多数ニシテ對照群ト明カナル差異ヲ･認ノ･難シ。

　　　　　　　

肝臓二於ケル病受

賞験群二於テハ２頭(ｂ群第50琥、ｄ群第64

琥)、對照群ニ１頭(第66琥)何レモ肝臓ニ１箇

ノ小ナル結節ノ韓移セルヲ認ノ･タリ。而シテ賞

験群二於ケルノ'ヽ何レモ病竃中心部ノヽ不完全乾酪

化ノ程度ニシテ、該部二結核菌ｦ'認ｙズ。

　

ソノ

中第64琥ハ結節ノ周逡部二少数ノ結締織ノ増

殖セルヲR忍メタリ。

　　　　　　　　　　　

゛

對照群二於ケル１頭ハ病竃中心部ノヽ既二完全乾

酪化二陥り其ノ部分二於テ数箇ノ結核菌ヲ謐明

セリ。而シテ結締織ノ噌殖ノヽ全ク認ノ･ザリキ。

第三章

　

静脈内菌接種試験成績

　　

第一節

　

牛型菌接種

本群二於テノヽ血行性感染テ試し

病竃形成ノヽ殆ンド總ベテ肺臓ノミニ限ラ1／、他

ノ諸臓器二於テノヽ極ｙテ少数例二例外的二認メ

タルノミ。即チ「チモ」注射群二於テ僅カ２頭、
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‥ - 一 一
" 〃 - - -

　 　 　 　

W 〃

　 　 　

〃

ソノ中１頌ハ腎臓－、他ノ１頭ハ肝臓＝､、對照

群二於テハ３頭ソノ中２頭ハ腎臓二他ノ２頭ハ

肝臓二病竃テ認ノタルニ過ギズ。

ソノ成績々示セバ第16表ノ如シ。

　　　　　　　

肺臓二於ケル病受

1)上皮様細胞結節

對照群、官験群共二王トシテ粟粒大ノ孤立性結

節－シテ、大ナル融合結節ノ混在セルヲ･認ノタ

ノレノ｀ゝ賓験群ニ５頭(ｂ群第75琥、ｃ群(竹尾株)

第89琥、ｄ群第93琥、第94彼、第96琥)、

對照群二於テモ６頭(屯田株第79琥、第88琥、

竹尾株第97彼、第98彼、第100琥)ナリキ。

而シテ一般二結節数及ビ病竃披大ノ範関比較的

裾少ニシテ、前亭ンこ於テ述べ｀タルガ如キ廣範園

二亙ル融合結節乃至融合病竃ハ全ク認ムヽコ1ヽ

ヲ･得ずリキ。

私群二於テモ｢チモ｣注射群ハ對照群二比較シ

入病歿比較的軽度ニシテ、殊ニａ群、屯田株

ノＣ群ハ著明二病機ハ阻Iﾄ｡セラレタリ。就中Ｃ

群ノ１頭(屯田株第83 mハ何レノ臓器二於テ

モ病竃ノ形成プ認ノザリキ。

然レ共ｂ群及ビｄ群二於テハ前串:ニ於テ述ペダ

ル｡･卜同様對照群卜殆ンド差異ヲ･認ノ･ザリキ。而

シテ一般二本群二於テモ屯田株群ハ竹尾株群二

元較シ概シテ病曖幌度ナリシハ前章官験1ヽ同懐

ナリ。

病竃ノ乾磁化ノ程度二於テダヽ前卓二於ケルガ如

々類上皮細胞ノ噌殖未グ完備セズ極ｙテ初期ノ

結節尹有ノヽルモノハ全クユｙ得デルモ、七トシ

テ不完全乾酪化ノ程度－アルモノ賞験群二於う・

12頭(ａ群第69琥、第70琥、第71琥、ｂ群第

73彼、ぶ76琥、ｃ群(屯田株)第81貿、第82

琥、第84琥、(竹尾株)第90琥、第92琥､ｄ群

第95琥、第96琥)、對照群二於テハ３頭(屯田株

第80琥、第85琥、第87琥)ニシテ、何レモ屯田

株群ナリキ。之尹前章ノ成績ト比較スルニ、本

賓験群ノ病竃ハ不完全乾酪化チ呈ノ、ルモノ比較

的多数ナルヲ'認ノ得ベシ。然レ共對照群二於テ

ー・ヽ前章對照群ノ成績卜明カナル差異テ認ｙ難シ。

-

959

　

一一一

結節数及ビソノ乾酪化ノ悍皮ヨリ汚群ノ成伺け

比較フヽルー前硲二於テ述べ゛タルト全ク同様ナ

勉

2）淋巴球浸潤及ビう氏亘態細胞ノ出現

官験群こ於テハ前卓二於ケルヨリモ淋巴球ノ梢

梢多数浸潤セル傾向アルモ、之氏且態細胞ノ出

現ハ少数ナリ。對照群二於テハ前卓二於ケ･１成

績1ヽ殆ンド同様ニシテ淋巴球ノ浸潤ハ比較的軽

度ナルモとニ反シラ氏旦態細胞ノ出現ハ梢；多

数ナルテa忍メタリ。

3）結締織ノ噌殖

本群二於テハ比較的完全二結節ノ周匯レ包閲セ

ルモノ２頭（ｃ群ぐ屯田株）第82彼、竹尾株第

89琥ノアリタル外ハ前賞験二於ケルト殆ンド同

様ナリ。

4い;吃酪性肺炎

賓

群第69琥、第71琥、第72琥、ｂ群第73彼、

第74彼、ｃ群（屯川株）第81琥、第82琥、第83

琥、第84琥、（竹尾株）第89琥、第92彼、ｄ群

第95貿、第96貿）ニシテ他ハ何L／モ病竃ｦ一認

八

ノ１煩二於テノけヒ較的臨唆ナル病歿ヲ認ノタ

ルニ過ギガ。而シテ各群間二著明ノ差異せ認ｙ

難キモ、屯田株ノｃ群ハ４国共何レモ病竃刊

ノずリキ。之ノ前･y第一‥‥一節ノ成貧ｏヽ比較ノ、ノレニ

本群二於クハ病歿軽度ニシテ且ツ病竃数モ亦梢

梢少数ナルプ認ノクリ、、對照群二於ケル成績ハ

前章第一一節二淫ぺ゛タルト殆ンド同にニシ々病受

慨シテ高度ナルモノ多クソノ数モ亦多数アリ

タリ。

　　　　　　

肺臓病竃内結核菌

前卓第一一節ノ成績lヽ殆ンド同にナスモ、木群二

於ケル胃験群ハ對照群二比シ概シテ結核菌数少

数ニシテ比較的明カユ差異ラ認ノタリ。

　　　　　　

腎臓二於ケル悩兄

賓験群ノ１頭（ｂ群第74琥）、對照徘ノ２頭（屯

田株第79琥、、第88貿ノほ臓ノ皮質部ニ１簡ノ

小結節-j認ノタリ。對照群ノ１頭ハ完全乾酪化
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肺　　　　　　　　　　臓　　　｜　　　腎　　　　　　　臓 肝

上

皮

様

細

胞

結

節

結

節

状

乾

酸

化

憲

一---
＋

淋

巴

球

浸

潤

憲

ラ
ｙ

ﾘ゛

/ゝ
y

_ス

氏

巨

細

胞

－

結

締

織

考

喧

石

友

沈

＝　●著

憲

乾

酪

性

肺

炎

一一
四

　出

　血

　竃

　－　一一--一

汁

上

皮

様

細

胞

結

節

一一-一一

一

結

節

状

乾

酸

化

恣

.iJ　　－

　－

淋

巴

球

浸

潤

竃

－－

ラ　結

'zレ締

ﾉづ

･･！織

氏１７

巨１

細Ｉ

壇

胞　敏

一一--　　　一一　　一一

一　－

石

友

沈

著

恣

結

一一
　－

　 出

　 血

　 憲

一 一 一 　 　 - -

　 －

上

皮

様

細

胞

結

節

－－　－

結

節

状

乾

酸

化

竃

第69幄午ｌ十 十十 汁‘－ -

第70妓 含 ＋ ＋ 併 - ＋ 四
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　　　｜照　Ｊ
　　　ｊ株

　　　　-一一

　　　　竹

群　１尾

　　　ｉ株
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種家兎ノ病理組織學的所見
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彼、第110琥、第111琥、第121琥、第123琥、

第124琥）ナリ。ソノ他ハ雨群何レモ小ナル孤

立性結節ノ£ナリ。之せ前章ノ人型菌肺臓内接

種ノ場合二於ケル成績ト比較ソ､ルニ、廣範園二
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ノ混在梢ｌ多数ナル傾向アリタリ。而シテ圭ト

シテ肺臓ナノl・゛ヽ腎臓及ビ肝臓二於゛゛ｌ少数７．

病竃韓移ヲ認ムルモノアリ。

　

ソノ成績サ示セバ

第17表ノ如シ。
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成績ベ

キ。但シ乾酪化ノ程度ニシテ不完全乾酪化ノ病

竃多ク、殊ニｃ群二於テ其ノ傾向著明ニシテ。

　

ａ群、ｂ群、ｄ群モ亦對照群二比較シテ一般二

軽度ナリシハ肺臓内接種ノ成績ト幾分其ノ趣キ

ヲ’異ニセル所ナリ。

2）琳巴球浸潤及ビラ氏瓦態細胞ノ出現

前節二於ケル成績ﾄ殆ンド同様ナリ。

3）結締織ノ増殖

前章第二節ノ成績ト殆ンド同様ナルモ木群二於

テハｃ群最モ著明ニシテ、ａ群及ビｂ群之二次

ギ、ｄ群及ビ對照群ハ極ｊテ僅少ニシテ差異チ

認メザリキ。

4）乾酪性肺炎

本病竃テ全ク認ノ･デルモノ賓験群ニ８頭（ａ群

第101彼、第102琥、第103琥、ｂ群第106琥、

第107琥、ｃ群第113彼、第116彼、ｄ群第117

琥）、對照群ハ２頭（第111琥、第122琥）ナリ

キ。其他ハ雨群何レモ之ヲ･認ノタルモ比較的脛

度ナリ。而シテ各群共二著明ノ差異ヲ･認ノ･難キ

モ唯ａ群ノ１群二於デノミ病受僅少ニシテ、對

【第17巻

照群ト明カユ差異アルヲ･認ノタリ。他ノｂ群、

ｃ群、ｄ群ハ對照群ト著明ナル差異ナシ。

　　　　　　

肺臓病竃内結核菌

前章第二節ノ成績ト大差無キモ、本群二於テハ

ｃ群及ビａ群最モ結核菌散少数ニシテ、ｂ群、

ｄ群ハ梢ｌ多数ナリ。

　　　　　　

腎臓二於ケル病鸞

腎臓二病竃ヲ■

琥、第121彼)、賞験群ニ１頭(ｂ群第106琥)

ナリ。而シテ何レモ皮質部二於テ１箇ノ小ナル

結節ニシテ、賞験群二於タル病竃中心部未グ不

完全乾酪化ニシテ、結節ノ周園二僅少ノ結締織

ノ噌殖セル傾向ヲ認ノ･タルモ、對照群二於ケル

２頭ハ何レモ完全乾酪化ノ結節ニシテ、結締織

ノ噌殖モ亦全ク認ノ･得ズ而モ病竃中ニ２～３箇

ヲ･謐明シタリ。

　　　　　　

肝臓二於ケル病受

賓験群ニ１頭(ｄ群第120琥)肝臓二小ナル１筒

ノ結節ヲ･認ｙタルモ不完全乾酪化ノ程度ニシ

テ、結核菌陰性ナリ。對照群ノ１頭二於ｊ･モ腎

臓二於ケルト同様ノ病竃チ認・･タリ。

第四章

　

本編ノ總括

余等ノヽ本編二於テ種。々ナル結核菌ガソノ感染経

路ヲ異ニセル場合、或ハ叉結核感染期ト注射開

始期トノ時期的開係ヲ異ニセル場合ヽ、「チモ」注

射ガソノ病理組織學的影響二果シテ如何ナル差

異テ及ボスモノナリヤ、併セテチモ注射ヲ施サ

デル對照群ト比較考究セルニ、次ノ如キ本編ノ

總括ヲ明カニスルコトヲ得タリ。

卸チ直接肺臓内接種、血行内接種ノ雨場合共一

接種結核菌ノ牛型ナルト人型ナルト叉ソノ菌株

ノ如何二拘バラス病竃形成・ヽ殆ンド肺臓ノミニ

限ラレ、其他ノ諸臓器トシテハ例外的二肝叉ハ

腎臓ニ１～２ノ結節形成ヲ１

テ一般二病竃形成ノ程度ハ責験群、對照群共二

牛型菌屯田株凄種詳最モ軽度ニシテ、人型菌感

染群ハ最モ高度ナル傾向ヲ認ノ･タリ。叉血行感

染ニョル病竃ノヽ直接肺臓内感染ニョルモノヨリ

モ漑シヂソノ病受小範関二且ツ軽度ナルモノノ

如シ。

扱テ｢チモ｣注射群ﾄ對照群トノ成績？比較観察

スルニ、注射群ハ各群共二對照群二比較シテ病

竃ノ程度軽度ニシテ、未グ完全乾酪化ヲ呈セデ

ル病竃多ク、結節、周逡部二結締織ノ増殖セル

傾向ザ有シ、殊二病竃中二於ケル結核菌数二至

りテ｡ハ各群共二著明二減少セルパ

中屯田株ノ牛型菌肺臓内及ヒヽ瀞脈内接種卜同時

ニ｢チモ｣ノ中量注射リセル雨群二於テハ特二斯

ノ如キ傾向比較的僅クシテ８頭中僅力２頭二極

ノテ少敬ノ結核菌ヲ･認ノタルニ過ギズ。従ツテ

｢チモ｣注射が相常明カナル治癒的影響ヲ貢ヘタ

ルモノト認ノラル。之二次イデ比較的好影響サ
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認・'タルハ屯田株ノ牛型菌接種ト同時ニ｢チモ｣

少祠主射群、竹尾株静脈内接種同時ニ｢チモ｣中

量注射群、大型菌静脈内接種同時ニ｢チモ｣大、

中量注射群及ビ同菌ノ肺臓内接種同時ニ｢チモ｣

中量注射群ノ順ニシテ、比較的成績ノ不良ナリ

シハ大型菌肺臓内接種同時ニ｢チモ｣大量注射群

及ビ牛型菌竹尾株肺臓内接種同時ニ｢チモ｣中量

注射群ニシテ之等ハ對照群二於ケル成績ト明カ

ナル差異ハ認メ難シ。

結核菌感染後｢チモ｣注射が３週間遅レタル各群

こ於テハ病竃形成ハ殆ンド對照群ト同様ニシテ

何レモ比較的多数ヲ･認ノ'タルモ、病竃乾酪化ノ

程度、結締織ノ噌殖スル傾向、病竃中二於ケル

結核菌等ハ對照群二比較シｊ一腹シラ其ノ成績良

好ニシテ、就中屯田株牛型菌静脈感染群ハ著明

ナルヲ認ノ'タリ。最モ乾酪化ノ程度彊クシテ、

結核菌数モ多敬二澄明セラレタル・ヽ人型菌肺臓

内接種二於タル｢チモ｣ノ大量注射群ニシテ、對

照群ト著明ナル差異ヲ･認ｙ得ズ。他ノ各群ハ何

レこソノ成績殆ンド同様ニシテ大差無キザ認ノ‘

タリ､、然1／共之ヲ對照群二比フヽレバ明カニ病発

965

軽度こシテ、結核菌数モ亦僅少ナリキ。

「チモ」ノ注射量ニョリテ各群ノ成績ヲ比較スlノ

バ中量注射群二於テソノ妓果最モ著明ナリシ

モ、唯例外トシテ、牛型菌竹尾株肺臓内感染群

二於テハソノ妓果不良ナリキ。小量注射群二於

テ・ヽ各群共二贋シテソノ成績良好ニシテ極ｙテ

不良ナル群ヲ認ｊザリキ。

大量注射群二於テノヽ對照群二比較シテ結締織ノ

増殖梢ｌ彊ク結核菌数モ亦一般二少数ナリ1ヽ

雖モ、小、中量群二比較スレバソノ成績贋シテ

不良ナルザ認ノタリ。而シテ「チモ」注射群二於

テノヽ、菌種、菌型及ビ注射最ノ多寡こ拘バラス

一般二菌感染ト同時ニ「チモ」ノ注射ザ開始セル

賓験群二於テソノ妓果顕著ニシテ、殊二静脈内

感染ヲ行ヒタルモノニ著シキ傾向ヲ･認ノタリ。

然りト雖モ「チモ」注射テ施サヽつレ對照群二於テ

モ病竃極ノ･テ軽度ニシテ、而モ病竃内二全ク結

核菌テ澄明セデルカ叉ハ極ｊテ少数ノミ認ｙ得

ラルル場合アルバ、「チモ」ノ病竃二對スル妓果

ノ判定上最モ注意ヂ要スル事責ナリト思考ぺ。

第五章

　

全編ノ總括蛙二提要

余等｡八本論文二於テ上記ぐｰ編ヨリ第三編二亙

リヘ「チモ」ノ各供試眉主射が、正常拉二賓験

的結核家兎ノ血液像及ビ血清諸反憲二及ポノ、影

響丿追及シ、最後二之が結核家兎ノ全身諸臓器

二及ボス病理組織學的愛化ノ観察ヲ逡ゲ、

　

ソノ

治療的政果ノ如何ヲ窺知フ、ルコトヲ得タリ。

先ブ「チモ」ノ毒性二就ｆハ正常家兎二於テ、極

ノテ大量列主射ソ､ルトキハ甚ダ弼烈ナル刺戟作

JIレ惹起シ、生胎二著明ナル障碍ヲ及ボシ終二

死ノ輯蹄ヅトレ’ルヲ’認ノタリ。然レ共適量ヲ･注

射い四ヽキ｡ハ家兎二何等障碍子及ボフ､コトナク

一般状態ノ良好ナルコトｊ確ｙ得タリ。

次二血液像二及ｆス彫響トシテハ主トシテ淋巴

球及ビ暇性「エオジン」嗜好白血球ノ敷ノ受動テ

現゛｀フヽモノナ゛レコドｊ認ヽメタリｏ而シテ大､中、

小量ノ何レノ場合二於テモ注射後１時間乃至６

時間二淋巴球ノ著明二噌加フ、ルヲ･認ノタリ。之

二反シ仮性｢エオジン｣嗜好白血球ハ減少ヲ示セ

リ⌒斯ル９動ハ大量注射時二於テベ主射後１時

間ニシテ一過性ノ急激二出現スル傾向アルモ、

中、小量注射二於テハ贋シテ緩慢且ツ階段的ナ

ルラS忍メタリ。

結核家兎二對スル連槙注射二於テハ、｢チモ」注

射群ハ對照群二比較シテ一般二元気旺盛ニシテ

慌重ノ噌加卒モ亦比較的著明ナリ。然レ共大量

注射群二於テハ左程明瞭ナラズ。

血液像ノ受化八一同注射剖

ずルモ一般づ林巴球ノ噌加･､ル傾向アルト共一

服性｢エオジン｣細胞ノ比較的減少セルご・認・･タ

リ。



周知ノ如ク悪性腫瘍及ビ結核ノ増悪時ニ．･ヽ多核

白血球ノ増加、核ノ左側移動等ﾄ共二淋巴球ノ

減少ヲ来スー反シ、ソノ軽快、治癒時二於ラノヽ

反對ノ血液像ヲ呈シ、淋巴球ノ噌加ヲ爽スモノ

ナルガ、｢チモ｣注射ヨリ上記ノ如ク淋巴球ノ増

多ト暇性｢エオジン｣嗜好白血球ノ減少ヲ招来ス

ルト云フ事賓ハ此ノ観際ヨリシテ本剤が結核ノ

治療上有意義ナルコトテ示フ､モノナリ．次元ウ．

エルトーン氏反忠二於テノヽ注射家兎群ハ概シテ

正常ナルカ、叉ハ比較的延長セルニ相反シ、對

照群二於テハ梢ｌ短縮セル傾向ヲ･認ノタルガコ

ノ事賓モ亦第３編二記述セルガ如ク｢チモ｣注射

群べ對照群二比較シヘ病竃乾酪化ノ程度軽少

ニシテ、結締織ノ増殖セル傾向アリ、且ツ病竃

内結核菌モ明カニ減少セルヲ･認ノ･タリ。

以上述べ来タレルガ如タ「チモ」注射が結核家兎

ノ臨休的雄二病理組織學的影響二及ボス諸発化

ヲ･總括的二考フルニ、結核菌ノ種類、本剤供試

輦ノ多寡雄二結核感染期ト「チモ」注射開始期等

ニョリテ、其ノ成績二相営差異ブ認ムルモ、僅

力４週間乃至７週間ノ比較的短期間内二於タル

賓験乍ラ慨シテ良好ナル影響ヲ及ボスモノト思

推セラルルモノニシテ、従ツテ本剤が結核化學

治療剤トシテノ意義二就月赳二進ンデ精細ナル

追究検討八可キ價値アルモノナリト信ズ。

第六章

　

全編ノ結論

「チモフォーゲン」注射が正常位二賓験的結核家

兎二及ボス影響二就テ略述フ、レ八次ノ如シ。

Ａ）正常家兎二及ボス影響

１）「チモフ。一ゲン」ノ注射溶液ハソノ濃度ノ

如何ニョリテ毒性二差異アリ。而シテ家兎ノ連

鎖注射二堪へ得ル最大量ハPro. Kg. 0.2g. ニ

シテ、最適溶液濃度ハ４％乃至５％ナリ。

２）「チモフ。一ゲン」ノ一同注射二於テハ

ａ）家兎ノ赤血球及ビ血色素量二一定ノ噫化ナ

キモ、白血球殊二淋巴球ノ噌加著明ニシテ、暇

性「エオジン」嗜好白血球ノ減少ザ来ス傾向ア

リ。

ｂ）赤血球沈降速度址ニウエルド・ン氏反恵二

一定ノ影響ヲ’認ｙズ。

Ｂ）賓験的結核二及ボフ、影響

「チモフ１－ゲン」ノ連鎖注射ハ

１）梢ｌ著明ナル結核家兎ノ慌震増加ヲ来ス。

２）赤血球及ビ血色素量二明カナル漿化ｆ認ノ

ずルモ、淋巴球ノ噌加ト暇性「エオジン」嗜好白

血球ノ減少ラ来ソ、傾向アリ。

３）赤血球沈降逍皮ニハ明カナル影響ナキモ、

ウェルlヽマン氏反憲二延長ヲ･来ス傾向アリ。
-l-a

　

一一･｡4

　

゛●

　

--･-s--゛･・
4）結核菌0．２ｍｇ.ノ直接肺臓内及ビ耳静脈内

注射感染ニョル家兎ノ結核病機二對シテ抑制的

叉ハ治癒的作用アルモ、注入結核菌ノ種類（型

及ビ株）ニョリテソノ成祐二相常著シキ差異ア

ルテU忍ム。

５）該作用ハ感染方法（血行内力直接肺臓内）ノ

相違＝-∃リ元ハ著シキ差異テ認ノ難キモ、感染

期卜「チモフ」－ゲン」注射期トノ相互開係－ヨ

リテソノ成絨二幾分差異アルリ認ム。卯チ感染

ト同時二注射ヲ開始セルモノハ、感染後注射開

始迄相常時日ヲ･維過セルモノヨいノノ成績良好

ナリ。

掴筆二鵬リ、終始御懇篤ナル御指導此二御校閲ヲ賜

リタル恩師中院孝同博士二満腔ノ謝意ヲ捧グ。
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倦．第２妓･昭和14年.

　

17; Mollgaard, Brii.

Med. J. Ｎ０.3355, 1925.　18）宮川，結核．第５仏

第６技，第８彼．昭和４年. 19額田，龍,木村,大

場，祐核．第↑7巻．第４妓．昭和輿年.

　

20ﾑ小

野,崎谷，大阪醤事新誌.第７を．第11妓．昭和11

年.

　

21）大谷，刺戟療法．昭和11年.

　

2ぢ緒

方，賓験聚報.大正12, 13年23大里．収京愕

市新誌. 2902 ?it昭和９年．　２↓　大湯，結核．第

15を．第５妓．昭和12年.25ﾂ岡崎,松浦，結核．

第15巻．第５妓．昭和12年.26．佐々木，結核．

第15を．第２妓．昭利1りに

　

27

　

漉川，山本,松

田，鍋島，結け．第15をバ心５妓．昭和12年.2勺

佐藤.青木．

　

結核．第６を．第５波，昭和３年. 29)

佐藤,安藤，貨験讐學分雑誌．第18を．第５妓．昭

和９年.30ﾝ志水，京都馨學介雑誌．第31登第

５琥．昭和９厄

　

31い，佐藤,南，井村，結核．第９

を．第５彼．昭和６Ｔ．

　

に12

　

竹内，長崎馨學會雑

誌．第12を．第５妓．第６応昭和10年.33ﾂ竹

内，日本病理學會雑誌．第26を．昭和1 ’1年. 34)

戸田，微生物學雑誌.第21皆第８妓．昭和２年.

35，内村．大城,賞験薬物學雑誌.第11巻.第３彼･

昭和1ト年36; Weltmann u. Paula, Z. Klin.

Med. Bd. 118，J93t.　37．柳渥,須賀井,7高野，結

核．第15を．第５妓．昭和12年. 38,柳渥，賓験

河學雑誌．第20仏第６妓．昭和１ﾄﾄ．
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